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山陰の小京都として知られる津和野町には、恵まれた自然環境の中で先人たちが生活 していた証である貴重

な文化財が数多く残されています。今回・団体営ほ場整備事業に先だって発掘調査をおこなった喜時雨遺恥

は、中世津和野城 の大手があったと伝え られている地区に当た ります。発掘調査の結果、 中世吉見氏が津和野

に入部 した前後の時期 に相当する と考 えられる建物跡や、中世 か ら近世に移 り変わる時期 の遺構な ど、 中世津

和野城大手の一端 が次第 に明 らかになって きま した。

本書が埋蔵文化財の理解 ・普及 に寄与 し、学校教育 ・社会教育 ・学術研 究の一資料 として活用いただければ

幸いです。最後 にな りま したが、発掘調査 に際 して多大 なご理解 ・ご協力 をいただきました鹿足郡津和野町土

地改良区及 び関係各位 に対 し、心よ り厚 く御礼申 し上げ ます。

平成12年3月17日 津 和野町教育委員会

教育長 斎藤 数弘

例 言

1.本 書は、津和野町教育委員会が1997～1999(平 成9～11)年 度に鹿足郡津和野町土地改良区から委託を受けて実施した・

島根県麗鑓郡津箱勇町大字由三繕 通称善博雨地区に所在する善博雨遺跡の発掘調査報告書である。

2.調 査 にあたっては、下記の方々に文献 ・陶磁器 ・遺構など多 くの内容をご指導いただいた・この場を借 りてお礼申し上

げます。(敬称略)

銀川 兼光(津 和野町文化財保護審議会会長)、村上 勇(広 島県立美術館)、守岡 正司(島 根県教育庁文化財課、1998

年度)柳 浦 俊一(島 根県教育庁文化財課、1997年 度)、渡辺 一:雄(梅 光女学院大学)

3.調 査にあたつては、下記の方々にご協力いただいた。この場を借 りてお礼申し上げます。(敬称略)

石井巧、斎藤勲、三束康佳(土 地所有者)、 藤井康二(喜 時雨地区嘱託)

伊野近富、岩橋孝典、金本晋也、古賀信幸、榊原博英、佐藤力、水津満男、田畑直彦、中井淳史、西尾克巳、丹羽野裕、

平石充、深田浩、増野晋次、三浦正樹、椋木利則、百瀬正恒、八峠興、山本信夫、湯村功

4.自 然科学分析業務のうち、人骨については土井ヶ浜遺跡 ・人類学ミュージアム松下孝幸氏、土器胎土分析については奈

良教育大学三辻利一氏、石材産地分析については京都大学藁科哲男氏にそれぞれ依頼し玉稿を賜った。また、中世木棺墓

出土曲物の年輪年代測定および木製品樹種同定を奈良国立文化財研究所光谷拓実氏に依頼 し報告をいただいた。この場を

借 りてお礼申し上げます。

5.そ の他自然科学分析業務については株式会社古環境研究所に委託した。出土木製品の一部については、保存処理および

樹種同定を株式会社吉田生物研究所に委託した。

6.本 書 に用いた方位は、第1・2図 は真北、第3図 以下は国土調査法第III座標 系に基づく座標北である。

7.遺 構番号は各区ごとの番号とし、下記略号をもちいた。

SI:竪 穴住居跡、SB:掘 立柱建物跡・SD:溝 ・SK:土 坑・SE:芽 戸・SX:そ の他の遺構・P:ピ ヅト'柱 穴

8.調 査 に伴う記録類及び出土遺物は、津和野町教育委員会で保管 している。

9.本 書は山本 ・永田・椋木の協力のもと、宮田が編集にあたった。
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1.は じめに

1.調 査の経過

き じ ゅ う

これまでに喜時雨遺跡では1983(昭 和58)年 に町民グラウン ドの建設に先だって、町内では初の

本格的な埋蔵文化財調査が行われている。 この時の試掘調査及び追加調査では、一部で中近世の遺

物 ・遺構の発見があった。その後、喜時雨地区において団体営ほ場整備事業が計画 され、事業主体

である鹿足郡津和野町土地改良区と津和野町教育委員会は、埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を

重ねてきた。遺跡の詳細な範囲を事前に把握するために、1995(平 成7)年 度には喜時雨地区北半、
　ユ　

1996(平 成8)年 度 には喜時雨地区南半につ いて国庫補助事業 として試掘調査 を実施 した 。 その

後、事業主体者 と再協議 の結果、遺跡の確認 された範囲の うち一部 については計画変更 によ り盛 土

保存 され るこ ととな り、掘 削 され る部分につ いて本発掘調査 をお こな うこととなった。1997(平 成

9)年 度 に1・2区 、1998(平 成10)年 度 に1区 拡張部 と3～7区 の本発掘調査 をお こない、1999(平

成11)年 度に発掘調査報告書 を作成す るこ ととなった。発掘調査は1997年6,月16日 ～11.月10日 、

1998年7.月22日 ～12.月4日 に実施 した。各調査期 間終盤 には発掘調査説明会を開催 し、1998年11

月 には津和野高等学校の授 業 としての見学会 に対応 した。各発掘調査の翌年度 には町民センター ロ

ビーで発掘速報展 を開催 した。

註(1)津 和野町教育委員会1996『喜時雨地区埋蔵文化財試掘調査報告書1』

津和野町教育委員会1997『喜時雨地区埋蔵文化財試掘調査報告書II』

2.調 査体制

今回の調査体制 は、下記の とお りである。

調査主体 津和野町教育委員会 教育長 斎藤 数弘

事務局 〃 教育次長 益成馨(～1998.3)、 岡村幸雄(～1999.5)、 斎藤誠(1999.8～)

文化係長 広石 修 、文化係 山本 博之

調査担当者 〃 文化係 宮田 健一

調査員 〃 嘱託 永田 茂美

調査補助員 〃 臨時職員 椋木 牧子、藤井 晴子、藤井慎太郎、斎藤昌雄

発掘作業員 和崎定、和崎清子、竹岡保子、三束イヨノ、吉岡峯男、吉岡良子、斎藤勲 、斎藤ナツヨ、

石井マツヨ、石井チヨノ、石井タカ子、田村貞子、陶山晃、陶山ナツヨ、石井忠、益野巳之吉、

内谷玉与、藤井静子、舛成義一、舛成米子、堀 トミル、石井信義、石井紀美恵、齋藤豊、齋藤佳子

II.位 置 と歴史的環境

たか た

喜時雨遺跡 は津和野川の左岸、高 田盆地の北端 にあ り、標 高約180mで ある。
たか た やまさき

津:和野の歴史は、これまでのところ縄文時代早期にまで遡 り、高田遺跡、山崎遺跡からは押型文
あた か かねざき

土器が出土している。また、高田遺跡からは中期の阿高式、後期中頃の鐘崎式土器がまとまって発
おおかげ にしびら

見され、対岸の大蔭遺跡からは後期後半の西平式土器が採集 されるなど、当時この地域が九州地方

の情報の及ぶ範囲であったことが窺える。弥生時代後期後半から古墳時代前期にかけての集…落が高

田遺跡で確認され、在地の土器群に混じって吉備地方から運ばれてきた外来の土器が発見されてい
き べ か じ ばら

る。町内の古墳は、津和野川最上流の木部地区において鍛冶原古墳群が確認されているのみである。
じょ うわ しょ うほ う

高田遺跡からは奈良 ・平安時代の緑紬陶器、皇朝十二銭の一つ承 和 昌寳(836年 初鋳)、大量の土
いわみのくにかのあしぐんの の こ う み の ぐ んかのあしごう

師器、須恵器が発見 されてお り、当時石見国鹿足郡能濃郷(元 美濃郡鹿足郷)と 呼ばれていたこの
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図1喜 時雨 遺 跡 周辺 の主 な遺 跡(1/50,000)

1.喜 時雨遺跡2.高 田遺跡3.大 蔭遺跡4.山 崎遺跡5 .津 和野城跡
6.津 和 野神社裏陣城跡7.朝 王 山 ・後 ロ場山陣城跡8 .茶 臼 山城跡
9.陶 晴 賢本陣跡10.津 和 野藩御殿跡ll.田 平 の宝筐印塔:

12.伝 吉見乳母の墓13.伝 吉 見民部の墓14.吉 見 少将正頼夫人の墓

15.吉 見頼行の墓16.鷲 原八幡宮流鏑馬馬場

図2発 掘調査区位置 図(1/4,000)
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地域の重要な拠点が高田地区に

あったものと思われる。
よ しみ

中世津和野の領主吉見氏は、

弘安5(1282)年 に元冠再防備

のため能登国から津和野北部の

木部地区に入 り、その後14C代

に津和野城を構えたと伝えられ

ている。文献では吉見氏入部以

前の記録はほとんど残されてい

ないが、これまでの高田遺跡の

発掘調査では12・13C代 の白磁

が大量に出土 してお り、吉見氏

入部以前に津和野地方に有力者

が存在していたことが考古学的

証拠によって明らかになりつつ

ある。中世の津和野城の大手口

は近世以降の大手口とは反対側

の喜時雨にあったと伝えられ、

吉見氏の居館も同地に存在 して

いたとするのが通説である。喜
ほんもんぐち

時 雨 地 区 に は 「本門口 」
ほんもんまえ

「本門前」など館の存在を示唆
よ　がやま い くさ

す る 字 名 、 「要害山 」 「幾久

(戦)」 など天文23年(1554)

すえはるかた

年陶晴賢軍が津和野城 を包囲

した頃にさかのぼる字名、「吉

見乳母の墓」と伝えられる石塔

など中世の名残が各所に見受け

られる。

関ヶ原の役後、吉見氏は毛利

氏に伴い萩に移るが、その後坂

崎出羽守の16年 間の治領 とな

り、津和野城の大改築 ・城下町

整備など、現在の町並みの基礎

となる大事業が行われた。その

後、亀井氏11代225年 間の治世

を経て明治維新を迎えることと

なる。



m.調 査の概要

喜時雨遺跡の 中でも、2区 は1・3～7区 か ら北に約200～300m離 れた ところにあ る。遺跡の時

代も1・3～7区 が中世 を主体 に しているのに対 して、2区 は古墳時代前期 が主体である。 この こ

とか ら、本書では調査 区順ではな く2区 を先 に掲載 し、1・3～7区 を後 にまとめて掲載 することと

した。

1.遺 構の概 要

2区

津和野神社のある山 と喜時雨川 に挟 まれた100×50m四 方以内の狭 い範囲にある遺跡であ ること

が、 これ までの試掘調査 の結果か ら推定 されて いた。今 回の本調査 の結果、2区 西半は喜時雨川 の

氾濫原であ り、2区 東半で古墳時代前期の集落跡の一部が発見された。2区 東辺付近は後世の水 田

造成 によって削平 を受けてお り、遺構 は発見で きなかった。遺構 には掘立柱 建物跡2棟 、土器溜 ま

りを伴 った溝1条 、土坑1基 があ る。遺跡 の主体は、調査区外北側 にあるもの と考え られる。

(1)掘 立柱建物跡

2-SB12×1間(3.6×1.9m)と 考 えられ る。調査 区外 に北東隅の柱穴が存在 してい るもの

と推定される。出土遺物な し。

2-SB2調 査範囲では1×1間(2.8×2.4m)を 検出。調査区外 に伸び るとすれ ば、1×2間

とな る可能性 もあ る。 出土遺物な し。

一1 .黄 褐色土2.床 土(鉄 ・マンガンみ沈着層)3.灰 褐色土

4.黒 褐色土(や や砂質)5.暗 茶褐色粘質土6 .暗 灰褐色土
7.灰 褐色土8.暗 灰褐色土9.灰 褐色砂礫10.明 褐色砂礫

図32区 平 面 図(1/300)、 土 層 断面 図(1/60)
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(2)溝

2-SD1調 査区内で長 さ約23mを 確認 した。北西か ら南東方向に続 いてい る。北西側 では幅約

1m、 深 さ約0.3mで あるが、途 中か ら幅広 とな り南東側では幅約9m、 深さ約0・4mと な ってい る・

土器溜 ま りは南東側 約4×3mを 中心に広が ってお り、調査 区外 に続 いてい る・土器溜 まり状 に集

中 した部分以外か らも一部 の土器 は出土 してい る。土器は主 に、南壁5・6層 に含 まれていた。2-

SD1か ら出土 した遺物は、取 り上 げ番号 に して約1100番 に達 した。古墳時代前期。

(3)土 坑

2-SK11.3×0.8m、 深さ0.31mの 不整形 土坑。炭が出土。

図42-SD1遺 物出土状況(1/30)

_4



図51・3～5区 平 面 図(1/200)
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1区

1997年 度に大部分の調査 をお こなった。周辺 の水 田耕作 の関係か ら

南辺 ・北辺の調査 が不能であったため、翌1998年 度 に1区 を拡張 して

追加調査 をおこなった。調査 区名は同 じ1区 とし、遺構 ・遺物番号 も

継続 して用いた。以下、主な遺構について述べ る。

(1)掘 立柱 建物跡

1区 では掘立柱建物跡17棟 を推定 した。

1-SB11-SD5に ともなう掘立柱建物跡・1-SB2と 平行

し、建物跡北東面がほぼ揃 っていることか ら、両者は同時期の もの と

考え られる。現状では3×1間 の規模 である。柱間は2.2～2・8mで ・

1-SB2に 比べ長 い。柱穴か らは中世前半期の土師器片が出土 して

い る。

1-SB21-SD5に ともな う掘立柱 建物跡。1-SB1と 同時

期。現状 では3×2間 の側柱建物跡であ る。柱 間は1.6～2.1mで 、

1-SB1に 比べ短い。時期の明瞭な柱穴内遺物 な し。

1-SB36×4間 の大型の総柱建物跡。規模 は桁行17.6m、 梁

行10.45mで ある。遺構 の切 り合い関係で1-SD5を 切 っているこ

とか ら、1-SB1・2に 後 出することが明 らかである。1-P552の

上部 中央か らほぼ完形の土師器圷(図31-124)が 出土 している。柱穴

の中央か ら出土 してい ることや、柱痕 が確認で きなかった ことを考え

合わせ る と、建物廃絶時 に祭祀な どの理 由で意図的に埋め られたもの

と思われ る。1-P623の 上部縁辺か らは底部穿孔 のある土師器皿(図

31-126)が 出土 した。柱穴中央 には柱痕 が確認で きた。柱穴は2段 掘

りになってお り、下段以下の柱痕の周囲には灰色粘 土が埋め られてい

た。土器 には焼成前 の底部穿孔が あるこ とか ら日用品ではな く、祭祀

に用い られ た特別なものである と考え られる。土器 は柱痕の周囲の堀

方埋土か ら出土 した と考 えられることか ら、建物建築時 に行われた祭

祀の痕跡 と思われ る。これ らの柱穴 を南隅 ・西隅 とした3×2間 の範

囲は、桁行柱間3.2～3.1m、 梁行柱 間2。9～2.8mと ま とまってお り、
も や ひさし

この範 囲を身舎、周辺 を 庇 と して捉 え ることが可能 である。前述 し

た祭祀的な遺物の出土状況は、建物の中で身舎の柱 穴が重要視されて

いた ことを物語 っているものであろうか。その他柱 穴か らは、中世前

半期の土師器片、13C代 の青磁 皿などが出土 してい る。

(2)溝

1一一SD11区 北西部 で検出 した。長さ7.7m、 幅0.9～0.5m、 深

さ0.2m。5～20cmの 石 が埋 まっていた。北側の水田境 に平行するこ

とか ら、水 田造成 にともなうものであ る可能性 を遺構検 出時 には考 え

た。 しか し、遺構 内か ら中世後半期の瓦質土器片が出土 したこと、15

-7一

図61-SD1(1/40)



図71-SB1・2、1-SD5(1/100)
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C代 と考え られる1-SD7(3

-SD3)を 切 り、16C末 以降で

あ る1一 一SK14に 切 られて い る

ことか ら、お よそ16C代 と捉えて

お きたい。

1-SD2長 さ19m、 幅0.3

～0 .7m、 深 さ0.15m。 遺構埋土

が灰色系土であ り、水 田境 に平行

することか ら、水田造成 にともな

うものである可能性が高 い。溝内

か ら瓦質土器片、いぶ し瓦片が出

土 している。

1-SD4長 さ4.5m以 上、幅

0.9m、 深 さ0.1m'。1-SD7お

よび1-SD1に 切 られている。

お よそ15C代 と考 え られる瓦質

土器鍋 口縁 が出土 した。

1-SD51-SB1・2を 囲

む環溝である。環溝 に囲まれ た屋

敷地の南半は、後世の水田造成 に

よって失われてお り、東隅付近は

図81-SD5土 層断面図(1/40)調 査 区外に遺存 してい る可能性が

ある。北東辺の残存長17m、 北西

辺の残存長17.7m、 幅1.4m、 深

さ0.45m。 底は東か ら西方向に傾斜 してお り、滞水はなかったもの と考え られる。溝屈曲部 の北側

には広 さ約3×1.5m、 深 さ約0.15mの 窪みがある。検出時 に溝 と一連の遺構 として捉え られたこ

と、お よび溝北西辺の埋土 中位 に地 山土が帯状 に堆積 していることが確認 されたこ とか ら、溝廃絶

時 に埋め るための土を取 った所である可能性 がある。溝の北 西辺の中ほどには、深 さ約2cmの ご く

浅 い溝が扇状 に存在 してお り、水 がオーバーフロー したよ うな状況を呈 していた。遺構内か らは、

土師器碗、皿、羽釜、 白磁、青磁、褐粕陶器、東播系須恵器 などが出土 してお り、遺構 は13C代 に

廃絶 したと考 え られる。

1-SD6長 さ12m、 幅0.7～0.3m、 深 さ0.2m。3-SD2と 同時期で関連 するもの と考 え ら

れ る。遺構 内か らは備 前焼播鉢片、唐津焼溝縁皿、いぶ し瓦片な どが出土 してお り17C前 半 と考 え

られ る。

1-SD71区 調査 区内では長 さ6.4m、 幅1.Om、 深 さ0.1mを 確認。1-SD4を 切 り、1-

SD1に 切 られ る。1-SD7は さ らに北側 に続 き、3-SD3と なる。

(3)土 坑

1-SK11南 北2.1m、 東西2.1m、 深さ13cmの 不整形 を した浅 い土坑である。遺構 内か らは

9



図91-SB3(1/100)

ブイゴの羽 口の可能性 がある焼土塊、瓦質土器片 などが出土 してお り、中世後半 と考 え られ る。土

坑南側 には15～30c皿 程度 の石が3個 あった。土坑外北東側10cmの ところにあ る1-P161か らは

10cm程 度の板状の鉄製品が出土 してお り、土坑 と関連 があ るもの と考 えられ る。

1-SK13南 北1.1m、 東西1.2m、 深さ8cmの 不整形 を した浅い土坑であ る。遺構内か らは

一10一



薄手の土師器 皿片が出土 してお り、 中

世後 半 と考 え られ る。土 坑 南側 には

20cm程 度の石が4個 あ った。

1-SK14長 軸2.1m、 短軸1.4

m、深 さ10cmの 不整楕 円形 を した浅い

灘離懸騰
17C前 半 と考 えられる。

1-SK16長 軸2.8m、 短軸1.5

m、深さ20c皿 の不整楕 円形 を した浅 い

土坑である。遺構 内か らは土師質の播

鉢 とともに、瓦質土器片、薄手の土師

器皿片 などが出土 してお り、中世後半

と考え られる。

1-SK17長 軸3.Om、 短軸1.8

m、深 さ20cmの 不整楕 円形 を した浅い

土坑であ る。遺構 内か らは青磁、黒碁

石 などが出土 してお り、お よそ14Cと

考 えられる。

1-SK25長 軸1.5m、 短軸1。1

m、深さ30cmの 隅丸長方形 を した土坑

である。1一 一SD5、1-SB3を 切

薦繍謝1製響額
石臼であ った。瓦質土器 片が出土 して

お り、 中世後半 と考え られる。

認51孟の葉鎧絹続 慧
であ る。遺構 には20～50cm程 度の石が

詰め られていた。瓦質土器片が出土 し

てお り、 中世後半 と考 えられる。

1-SK33南 北2.8m、 東西1.4
図111-SK17(1/40)

m、深 さ10cmの 不整形 をした浅い土坑

であ る。出土遺物な し。

1-SK36長 軸2.7m、 短軸1.8m、 深 さ60cmの 不整楕 円形を した土坑 である。1-SK40

を切 っている。土坑 西側 には10～20cm程 度の石が詰め られ てお り、そのうちの一つは石臼であった。

瓦質土器鍋 口縁、李朝系雑粕陶器、薄手の土師器皿片な どが出土 してお り、16C後 半 と考 えられ る。
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Nu

図131-SK38(1/40)

一12一

1-SK37長 軸2。8m以 上、

短軸1.8m、 深 さ30cmの 不整楕

円形 を した土坑であ る。1-S

X41に 切 られている。青磁 小片、

瓦質土器鍋破片、薄手の土 師器

皿片が出土 してお り、概ね16C

と考 えられる。

1-SK38長 軸3.6m、 短

軸1。8m、 深さ60cmの 不整楕 円

形 を した土坑であ る。土坑下半

には10～40c皿 程度の石が詰 め

られてお り、上半 を覆 う2層 に

は大量の炭が含 まれていた。土

坑 内か らは、輩翠紬小凪 碁笥

底の青花、土師器皿(在 地系 ・

京都系)、瓦質土器な どが出土 し

てお り、16C中 葉頃に廃絶 した

と考え られる。そのほか土坑内

か らは、13C前 後の 白磁、青磁、

厚手の土師器圷皿片、土師質の

雑器片なども出土 したが、以前

に存在 した古い遺構 か らの混入

口 考え られた。



1-SK40長 軸1.5m、 短軸1.1m、 深さ45cmの 不整楕円形 を した土坑である。切 り合い関係

か ら1-SK36よ り先行 する。土坑南辺は後世の水 田石垣構築の影響を受 け原形を留 めないが、北

西部は原形 を留めてお り、その壁 面はオーバーハ ングしている。土坑 内か らは中世前半の土器片の

ほか、瓦質土器片 ・薄手の土師器皿片が出土 していることか ら、中世後半 と考え られる・

1-SK41長 軸2.3皿 以上、短軸1.3m、 深さ45cmの 不整楕 円形 を した土坑である・1-SK37

を切 る。土坑 内か らは大量の炭 とともに薄手の土師器皿片が出土 していることか ら、 中世後半 と考

え られ る。

(4)そ の他の遺構

1-SX1長 軸1.35皿 、短軸0.65m、 深 さ20cmの 隅丸長方形 を した土坑 である。調査 区西辺の遺

構 が稀薄な場所 か ら発見され た。土坑底付近の四隅か ら長さ4～7cmの 比較 的大型の鉄釘 が出土 し

てお り、土坑北西辺 中央付近か ら赤色漆膜片が出土 した。漆器 を供献 した木棺墓があったもの と考

え られる。遺構 内から土師質 の雑器類の土器片が出土 してい るこ とか ら、中世前半のもの と考 え ら

れ る。

3区

東辺を中心に近代の桑株痕列が重複 していた。深浅含めて大量の ピヅ トを検 出 したが、発掘 時の遺

構 内 ・包含層 出土遺物が少な く不 明な点が多い。

(1)掘 立柱建物跡

3区 では掘立柱建物跡12棟 を推定 した。

3-SB17×6間 の大型の総柱建物跡。規模 は桁行12.7m、 梁行10.8mで ある。 中心部の4

×4間 の柱 間は、桁行2.1～2.2m、 梁行1.9～2.1mと 比較的 まとまってお り、この範囲 を身舎 とし

て捉 えることがで きる。その周辺の西側2間 、東 ・南 ・北側各1間 は柱間が1.0～1.7mと 狭 く、 こ

の範 囲が庇になるもの と考 えられ る。 ピ ヅトには切 り合 いがあ り、3-SB1に 先行す るもの、後

出するものの両者がある。 ピッ ト内か らは 中世前半 とみ られ る厚手の土師器圷皿片、お よび中世後

半 とみ られ る薄手の土師器皿片、瓦質土器片な どが 出土 して いる。特徴的な出土遺物がな く詳細 な

時期決定は困難であ るが、主軸が5-SB1～3と ほぼ同 じであ ることか ら、15C末 以降であ る可

能性 が高い。

3-SB72×2間 の建物跡。規模 は桁行6.1m、 梁行4。7mで ある。南西隅の ピヅ ト3-P742

の上部埋土か ら、完形 に近い土師器碗(図33-182)が 出土 してお り、お よそ13C代 に廃絶 したもの

と考 え られ る。

3-SB123×2間 の建物跡。規模 は桁行6.0皿 、梁行3.3mで ある。周辺の地 山は水分の多い

粘 土質 の土壌であったため、一部の ピヅ トには柱材 が残 っていた。3-P471か らは長さ45c皿 、太

さ15cmの 柱材(図 版6-292)が 出土 した。材質はケヤキ。その他、3-P548に はク リ材の柱材 が

残 っそいた。3-SB12を 構成す る3-P548は 、3-P547を 切 ってお り、後 者にも同じク リ材

の柱材 が残 っていた。

(2)溝

3-SD1調 査 区内での長 さ37.5m、 幅1.6～2.1m、 深さ30cm。 調査 区の東西にさ らに続 き、調

査 区西側の水田石垣除去後 の法面にも溝の断面が見 られた ことから、少な くとも長さ50m以 上であ
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図143-SB1(1/100)

る。溝の西側はそのまま津和 野川 に繋 がっていた可能性 もあ る。

遺構 内か らは中世前半の土師器片、混入 と考え られ る弥生土器片

が出土 した以外には特徴的な出土遺物がほ とんどな く、直接的 な

時期決定 は困難である。他の遺構 との切 り合 い関係では、15c頃

の3-SK10に 切 られ、中世後半 の3-SB1と 同一時期 と考 え

られ る3-SB2に 切 られ、14C頃 の3-SB11に 切 られて いる

ことか ら、3-SD1の 時期はお よそ14C以 前 と捉えてお きたい。

なお、3-SD1を 切 る撹乱 土最下層 と3-SD1埋 土最上層の

境付近 よ り15C頃 の瓦質土器鍋 口縁が出土 している。

3-SD2長 さ7m、 幅0.5～1m、 深さ20～70cm。 遺構 内か

らは、唐津焼 と考 え られ る陶器片、薄手の土師器皿片、鉄砲 玉、

いぶ し瓦な どが出土 してお り1、16C末以降 と考え られる。その他、
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13～15C代 の青磁 片な ども出土 したが、以前に存在 した古い遺構か らの

混入 品 と考 えられた。

3-SD33区 内での長 さ11m、 幅0.3～1.3m、 深 さ25c皿 。北側 よ り

は じまった3-SD3は 中央部で屈折 し、南側 にある1-SD7に 続 い

てお り、延長 は17.5m以 上。遺構 内か らは、瓦質土器、薄手 の土師器皿

片な どが出土 してお り、お よそ15C代 と考 え られ る。

(3)土 坑

長辺約1.2m、 短辺約0.7m、 深さ約30c皿 程度の隅丸長方形 の土坑が数

基あ る。3-SK4・15か ら中世前半 の土師器圷皿片が 出土 したのみで、

いずれも性格不 明であ る。長軸約1～2m、 短軸約1m、 深 さ10～30

cm程 度の不整楕 円形の土坑 が数基あ る。3-SK3か らは16C頃 の土師

器皿片、3-SK10か らは15C頃 の瓦質土器 が出土 したのみで、いずれ

も性格不明である。

(4)そ の他の遺構

3-SX13区 北東隅の地 山直上 で検 出 した木製 品埋設遺構 である。

遺構上面の掘削が著 しく、検 出時 には原形 を留めない25×20.cm程 度 の

板 のみであったが、本来は曲物 か桶が埋設 されていたもの と推定 される。

板 の樹種 は二葉松類 である。なお、出土地点 が水 田境付近で あることか

ら、新 しいものである可能性 も残 る。

(5)ピ ッ ト ・柱穴

3-P1022調 査 区外西側 で検 出した ピヅ トである。重機に よる盛

土除去後 にすで に遺物 が露出 した状態 とな ってい たため、 この ピヅ トの

み発掘す ることとした。ピヅ ト内か らは、青磁碗3個 体 、青磁皿2個 体、

東播系 こね鉢1個 体分が破片 となって出土 した。12C末 ～13C前 半。

1,暗 灰褐色土

2,灰 色土

3.や や暗い褐色土(地 山)

1.暗 褐色土

2.褐 色土

3.暗 灰褐色土

4.暗 灰色粘質土(石 を殆ど含

5.灰 色土(や や砂質)

6.暗 灰色土

7.淡 褐色土(地 山上半)

淡青灰色粘質土(地 山下上

1.灰 褐 色土(撹 乱)

2,床 土

3.暗 灰褐色土

4,暗 灰色粘質土

5,淡 褐色土(地 山)

図173-SD1土 層 断 面 図(1/40)、 平 面 図(1/160)
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図194-SX2(1/20)

一16一

4区

(1)竪 穴住居跡

4-SI1径 約

4mの 円形 あるいは

隅丸方形 の竪穴住居

跡が推定 され る。住

居跡 北東部のみ、高

さ15cmの 壁が残 っ

ていた。主柱穴 は4

本で柱間は2.1m、 中

央土坑がある。遺構

内出土遺物 はないが、

3・5区 か ら出土 し

た弥生時代後期 の土

器がほぼ同時期 と考

え られ る。

(2)掘 立柱 建物跡

4区 では掘立柱建

物跡4rSB1を1

棟推定 したのみであ

る。4区 は遺構 の稀

薄な範囲で、集 落の

縁辺部 に当たる と考

え られ る。

(3)そ の他 の遺構

4-SX1長 軸

1。8m、短軸1.5皿 、深

さ30～45cmの 隅丸

長方形の土坑 である。

土坑の底は平 らでは

な く凹凸がある。土

坑内か らは、二葉松

類の板材、竹、 小型

の曲物 が出土 した。

曲物 の底部は発掘時

に既 に失われてお り、

側板のみの状態であ

った(図 版5-293)。



そのほか埋土上部か ら、須佐焼 と見 られ る灰紬の鉢 口縁、瓦質土器鍋 の足が出土 してお り、17Cに

入 ってか ら埋 まった と考え られ る。 トイ レ遺構 の可能性が考え られたことか ら5層 埋土の分析 をお

こなったが、 トイ レ遺構 である可能性 は低 いとい う結果が出 されている。

4-SX2集 落の縁辺部 に相 当す る4区 北西隅で検出 した木棺墓であ る。墓坑(137×95×25cm

以上)に 木棺棺材(92×55×23cm以 上)が ほぼ完全 な状態で遺存 していた。通常では、なか なか観

察す ることので きない木棺の複雑な埋 没状況を、実際 に残 った棺材 と土層 断面 を対比 して観察 する

ことがで き貴重な調査例 となった。土圧で皿上に落 ち込んだ棺材蓋板上、東辺 中央部付近か ら卒塔

婆 と考え られ る木簡 が横 たわ って出土 した。供献品 と して、木棺外南西隅には伏せ られ た曲物 と、

三さらにその上 に伏せ られた漆器椀 が出土 し、木棺外北東隅か らは斜め に置かれた竹筒の上 に捺器が

横たわって出土 した。棺 内埋土については、発掘調査現場 で1mmメ ヅシュによる水洗選別 をして

お り、頭蓋骨片(図 版6-294)、 歯冠3個(図 版6-295)、 数珠玉59個(水 晶玉40、 白色玉4、 木

製玉15)、 銅銭14枚(威 平元寳1、 祥符元寳1、 祥符通寳5、 天禧通寳3、 不明4)が 出土 してい

えい

る。頭部付近からは有機質塊(遺 物番号4一一SX2-17)が 出土 してお り、分析の結果、イネの穎(稲

籾)で あることが判明 している。供献された漆器漆絵の特徴や、曲物底板の年輪年代測定結果を総

合すると、木棺墓の時期は概ね14世 紀代 と推定されよう。(P36出 土遺物説明参照)

5区

5区 北東部約2/3の 範

囲では、近代 の桑株痕列

が重複 していた。他の調

査 区に比べ、 中世前半の

遺構が少な く、 中世後半

の遺構 が多いとい う特徴

があ る。

(1)竪 穴住居跡

5-SI1一 一辺 約4

mの 隅丸方形の竪穴住居

跡 で、深 さ30cmが 残 って

い た 。床 面 外 周 に は 幅

15cm、 深 さ5cmの 壁溝が

め ぐる。主柱穴は東西の

2本 であ り、柱 間は2.3皿

であ る。中央土坑には焼

土(6層)が あ り、 その

下の炭を多 く含んだ7層

下面か ら小型の鉢 が出土

した。床面には小規模な

柱穴のほか、焼 け締 ま り

1.暗 灰褐 色 土7 .暗 灰 褐 色 粘 質土(1～2cmの 炭 を多 く含む)

2.灰 褐 色 土8.暗 灰 色 粘 質 土

2:灰 褐 色砂 礫9.淡 褐 色 土

3.暗 褐 色 土9.淡 褐 色砂 礫

4.灰 褐 色 粘 質土10.褐 色 土

(2よ り灰色 強 く、石 をあ ま り含 まず)11.灰 褐 色 土(桑 株 痕 。 しま り弱 い)

5.暗 褐 色 土12.暗 灰 褐 色土(1よ り暗い 。中世 ピ ッ ト)

(3よ り茶 色 強 く、石 をあ ま り含 まず)a淡 灰褐 色土

6.焼 土b榿 色土

図205一 一S11(1/60)
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と見 られる範囲(a,b)も 確認で きた。出土遺物か ら弥生時代後期後半 の時期が考 え られ る。なお、住

居跡北西部1/4は1996年 度試掘調査TP85で 既 に発掘済 の部分 に相 当す る。

(2)掘 立柱建物跡

5-SB22×1間 の建物跡。規模 は桁行4.Om、 梁行2.0皿 である。いずれの柱間 も2.Omと 比較

的 よ くまとまることか ら、6尺6寸 が1間 として用 い られていた と考え られ る。5-SB1と 並列

してお り、両者は同時期 と考 えられる。5-SB2南 東隅の柱穴 が5-SB3の 柱 穴である5-P

301に 切 られていることか ら、5-SB2は5-SB3に 先行 すると考え られ る。5-P296か ら出

くの

土 した土師器皿の特徴 は大 内III期 に近い ことか ら、15C末 ～16C初 頭以降の建物 跡 と考え られ る。

5-SB34×2間 の建物跡。規模 は桁行7.88m、 梁行3。94mで ある。いずれの柱 間 も1.97mと

比較的 よ くま とまることか ら、この建物跡では6尺5寸 が1間 として用い られていた と考え られる。

5-P297か ら土師器皿片 と土錘、5-P289か ら土師器皿、5-P301上 部か ら土師器皿2枚 が斜

めに重な って出土 した。5一 一SB3の 柱穴である5-P301が 、5-SB2南 東隅の柱穴 を切 って

いることか ら、5-SB3は5-SB2に 後出する と考 えられる。5-SB3出 土土師器皿 の特徴

は大 内III期に近い ことか ら、15C末 ～16C初 頭以 降の建物跡 と考 えられる。

5-SB51×1間 の建物跡。規模 は桁行1.8m、 梁行1.65mで ある。5-SD1～4に 囲まれ る。

南東隅の ピヅ ト5-P214と5-SD1と の切 り合 い関係に矛盾 が生 じているが、検 出 ミスであ っ

た可能性 もあるため敢えて5-SD1～4に ともなう建物跡 と推定 した。 ピ ッ ト内か ら厚手の土師

器圷底部 が出土 してお

り、 中世前半 と考 えら

れ る。

(3)溝

5-SD1～45

-SB5を 囲む溝であ

る。5-SD1は:5-

SD2と 連続 し、南東

部 で屈曲 してい る。5

-SD1の 長さ3m 、

5-SD2の 長 さ2.4

m、5-SD3の 長 さ

1.1m、5-SD4の 長

さ0.5m以 上。 いずれ

も幅は30～50cm、 深 さ

約10cmを 測 る。5-S

D1と5-SD4に は:

前後関係 があ り、5-

SD1が 先行 し5-S

D4が 後 出す る状態で

検出された。5-SD

一18一



1か ら厚手の土師器圷皿片、

5-SD3か ら土師質の雑器

体部片が出土してお り、中世

前半の時期が考えられる。

(4)土坑

監謬い献 望叢
る。土坑東端 には ピヅ トがあ

篠騰盤鼓岨
たこと、および土坑底面が ピ

ッ ト付近で不 自然な形 となる

ことか ら、同時期 に存在 した

ものと考えた。遺構内か らは、

瓦質土器鍋 ・播鉢、薄手 の土

師器皿のほか、16C中 葉 の青1耕 作土14暗 黄褐色土

花小片も出土した.i難 圭0礪 難 土
54と9の 混層18暗 灰色粘質土

(5)井 戸B(囎 躰 鉄分あり)1鋪 灘 混層1920馨 戻鶴 響 土

5-SE1井 側 の平 面形CDI際 魯碧織 土1巖 雛 土2122漿 雛 堕質土
E稲 藁10暗 褐色土23褐 色土

はやや楕 円形を してお り・長FD、 献 講 機質土1112囎 雛 監 じり242S震鴇監鰹 じり粘質土

径1.1m、 短径0.9m、 堀方上G靡 饗鮒 圭り悪い)13繕 離 離 土2627藤 皇麗 砂質土

面 の径3.1m、 井 戸 の深 さ 図235-SE1(1/40)

1.6mを 計 る。井側 は20～40

cmの 割石 をやや持 ち送 り気味に積み上げてお り、下半を中心に裏込め石が存在 していた。井側 内は

B層 以下粘質土 とな り、D層 は有機質分を多 く含む土で、その中間層 としてE層 ・F層 が存在 して

いた。分析の結果、E層 は稲藁 ・F層 はウル シ属の種子であ るこ とが判明 した。 ウルシ属の種子の

集積 は不 自然であることか ら、 この面で井戸廃絶 にともな う何 らかの祭祀 がお こなわれた可能性が

あ ると考 え られ る。最下層 であるG層 は水分 を非常に多 く含んだ、締 ま りの弱い粘土である。各層

には、節 の抜かれていない径約3cmの 竹、板、10～30cmの 多 くの石な どが埋め込まれていた。G層

には中世五輪塔火輪部 も含 まれてお り、井戸廃絶当時の人々の石塔 に対する意識 を知 る上で興味深

い。井側 内は既に湧水はな く、雨天時に滞水す ることがあ る程度であ った。井側内か らは近世後半

の磁器、 陶器、いぶ し瓦な どが 出土 してお り、井戸の廃絶が近世後半であったことを示 してい る。

一方、 裏込め土中か らは、青花 と考え られ る皿 ・碗 や備前焼 壺の底部が出土 してい るこ とか ら、16

C以 降に井戸が作 られた可能性が高い ことを示 している。

6区

一定 の方向性 をもって平行 ・直交す る溝6本 を検出 した。遺構 には切 り合 い関係があることか ら、

全てが同時期 に存在 したわけではない。6-SD1は6-SD3を 切 ってお り、6-SD3は6一
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SD6を 切 って い る。 また 、6

溜謹認鍍羅
平安期の須 恵器蓋が出土 してい

るが、6-SD3よ り後 出する

ことな どか ら、混入物で ある可

能性 が高い と考え られ る。6-

SD2は 長 さ4m、 幅0.6m、 深

さ25c皿 。遺構内か ら、いぶ し瓦

片、板材が出土 したのみで、時

期不 明であ る。6-SD2東 端

は、 この上部付近 にかつて五輪

塔空風輪部が置かれていた と聞

き取 りしたことか ら、1996年 度

誓蝉認P羅 躍
土坑の一部を検出してお り、こ

の続 きを検出することを主目的

として6区 の本調査をおこなっ

た。本調査の結果、土坑の続 き

蒔と撫1羅饗 蟻 発
見はなか った。6-SD4お よ

び包含 層か らは13C頃 の黄紬

褐彩盤 が出土 した。6一 一SD4

か らは他 に瓦質土器片、青磁 小

片が出土 してお り、15C以 降の図2
57区 平 面図(1/200)

時期 にな ると考 えられる。6-

SD5か らは中世前半 の土師器圷底部が出土 した。不整形 な形状か ら考 えると、元 々は6-SD6

と同一遺 構であ り後世 に上面 を削 られた可能性 もあるだろう。その他、周辺か らピ ヅトを検 出 して

い る。

7区

古 くか ら使 われていた と考 えられ る通称 「たて道」の北側 に設定 した調査 区である。3本 の蛇行

する溝 を検 出 した。7-SD1は 長さ17m、 幅0.5～1.6m、 深さ25～40cm。 埋土は砂利層 で、か

つては水が流れ、洪水 によ り一時に埋没 した と考え られる。7-SD1南 側の一部 には深 さ約5cm

と、溝を浅 く掘 り残 した部分が存在 してお り、 まるで陸橋の ような状況であ った。切 り合 い関係か

ら、7-SD1は7-SD2・3よ り後出す る。遺構 内か らは、瓦質土器鍋 ・播鉢、厚手の土師器
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表1掘 立柱建物跡一覧

遺儲 号 主軸 規模※ 桁行柱間(南・東隅筋 ・m)梁 間柱間(南・東隅力ち・m)儲 漱 馨聲

1-SBIN340E[3]×17.0(2.2、2.4、2.4)2,813C、1-SD5内

1-SB2N34。E[3]×25.3(1.8、1.6、!.9)4.0(1.9、2.1)13C、1-SD5内

1-SB3N45ｰW6×417.63
.2)(1・5・3.4・3:2・3・2・3・1・1・.45(2.25・2.8・2.9・2・5)}三 翻 聾SB31-P552P623・

1-SB4N73。W[4]×11!.8(2.9、3,2、2.7、3.0)3.416C

1-SB5N16。W2×25.4(2.6、2.8)4.5(2.4、2.1)総 柱 、無 紬 瓦1-P118

1-SB6N26。E3×27.2(2。6、2.1、2.5)6.4(3.4、3.0)16C1-P225

1-SB7N20。W3(2)×25.6(0.8、2.9、1.9)(3.3、2.3)5,5(2.8、2.7)15C前 半 ～

1-SB8N20E3×29.7(3.2、3.1、3.4)6.2(3.0、3.2)中 世 後 半

1-SB9N170E3(2)×25.0(2.1、1.5、1.4)(2.5、2.5)3.1(2.05、1.05)(1.45、1.65)中 世 後 半

1-SB10N73。W[2]×[1]4.2(2.0、2.2)2.1

1-SBl1N720W[5]×[1]9.5(2.1、2.7、2.0、1.6、1.1)3.3

1-SB12N230E2×3(2)6.!(3.1、3.0)4.8(1.7、1.2、1.9)(2.5、2.3)

1-SB13N2ｰE2×3(2)6・3(3・1、3・2)5・1(1・5、1.8・1.8)(2・3・2.8)16C前 半 一1-P497614●P

1-SB14N56。W4×3(2)12.4(3.8、2.3、2,9、3.4)5.3(1.8、1.5、2.0)(2.4、?)中 世 後 半

1-SB15N20E3×17.6(2.5、2.2、2.9)3,216C末 ～1-P317

1-SB16N11。E2×24.3(2.2、2.!)4.2(1.9、2.3)16～!7C、 総 柱

1-SB17N10。E3×[2]5.5(!.4、2.3、1.8)3.7(?、2.2、1.5)15C!-P33

3-SBIN14ｰE[7]×612.7(1.01
.5,1.7)・2・1・2・1・2・2・2・1・10.8(11.6)・3・2・0・1.9・1.9・2・1・ 中 世 後 半 ・総 柱

3-SB2N140E2×13.8(2.0、1.8)2.33-SD1→3-SB2

3-sB3N4ｰE3×48.2(3.4、3.4、1.4)7.・(1.7、1.8、1・9、1.6)辮 暁 覇 柱 ・

3-SB4N6。E3×36.1(2・0、2・0、2。1)6.0(2.05、2.05、1.9)15C後 半 、総 柱3-P677

3-SB5N68ｰW2×24.9(2.45・2.45)4・3(2・1・2・2)'灘 半 ～ ・総 柱 ・

3-SB6N18。E3(2)×26。4(2.3、1.9、2.2)(2.9、3.5)3.7(1.9、1.8)16C3-P323

3-SB7N75。E2×26.!(2.9、3.2)4.7(2.5、2.2)～13C、 総 柱3-P742

3-SB8N61。W4×38.7(1。6、1.7、2.4、3.0)5.9(1.8、2.0、2,1)中 世 前 半?、 総 柱

3-SB9N72ｰW2×13・6(1・7・1・9)2・3516Cl=P746P86!・

3-SB10N76DW4×28.1(2.05、2,05、L9、2.1)4.3(2.2、2.1)中 世 後 半?

3-SBl1N58ｰVV2×25.9(3.・ 、2.9)3・9(2・ ・、1.9)鍮 讐SBlll;P5373●P

3-SB12N77。W3×26。0(2.3、!.9、L8)3.3(1.6、1.7)中 世 後 半 、一 部 柱 材

4-SBIN5。E2×24.2(2.1、2.1)3.4(1,8、1.6)(1.2、2,2)総 柱

5-SBIIN77ｰW[6]×Lll12.32
.0)(z.o.2.i.2.4,i.s,a.o.lz.・ 藷 顯 鞭 幻0●P

15C末 ～16C初 頭 以

5-SB2N770W2×14。0(2.0、2.0)2.0降 、5-P296

5-SB2→5-SB3

5-SB3N12ｰEIC4]×27.88(1.97、1.97,1.97、1錦 蜘 、1.97)謬 末 ～16C初 頭 以ll鵬lr

5-SB2→5-SB3

5-SB4N850W[4]×17.7(1.25、2.15、3.05、1.25)2.45中 世 前 半

5-SB5N4ｰE1×!1.8・1.8
,皇 瞭 ≧内

5-SB6N76ｰW[4]×37.4(1.8,1.7,(1
.8,2.45,!.2.4,1.5)65,1.5)6・1(2ユ5・2…1.95)15C-

5-SB7N34ｰE3(2)×2$3:0(2.359)・2・55・3・')(4・1・5・2(2…3・2) .16C5-P86

5-SB8N71・W3×3(2)4・3(・.95・1・75・!.6)'4.2(1(2
.15:15,1.42.05)・1・65)15C、 総 柱

5-SBgN53。W[3]×34.3(1.0、1.75、1.55)5.8(1.8、2.35、1,65)中 世 前 半?

※ 規模;[]書 きは 調 査範 囲 で の柱 問(延 長 の 可能 性 あり)

規 模()書 きは他 辺 の柱 間
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圷底部な どが出土 してお り、15c以 降 に埋 まった と推定され る。7-SD2は 長 さ10m、 幅0・3～

1.2m、 深 さ10～40cm。 複雑に蛇行 し、一部はオーバーハング していることか ら、流水 による侵食

があったことを示 して いると考え られ る。出土遺物 な し。7-SD3は 長 さ6m、 幅0.2～0.5m、

深さ5～15cm。 西端 は途 中で終わ り、下流 には続 いていない。中世土師器片が出土・

註1古 賀信幸1991「大内氏遺跡出土土師器の編年」r大内氏館跡VI皿大内氏関連町並遺跡1』 山口市埋蔵文化財調査報告第
35集

古賀信幸1999「中国地方の京都系土師器皿一戦国期の資料を中心として一」『中近世土器の基礎研究』XIV

2.遺 物 の概要

(1)2区 出土遺物

2区 出土遺物は、取上番号に して約1100番 にお よぶ2-SD1出 土遺物がその大半 を占め る。2

-SD1出 土土師器の うち比較的多 くの破片 には、製作時に残 され た粘土帯接合痕や指頭圧痕 が観

察され、粗雑 な作 りであ る印象 を受け る。包含層か らは、弥生時代後期の壺 口縁、須恵器片 な ども

数点 出土 している。時間 と紙幅の関係 か ら、主な遺物についてのみ以下に掲載 することとした。

2-SD11～4は 壺。1・2は 口縁 が外反す る。1は 口径15.6cm、 焼成 良好。2は 口径26cm

を計 る大型のもの。3は 口縁 が直行 し、肩 の張 るもの。4は 口縁 がやや長 く内湾 するもの。外 面ナ

デ、胴部 内面ケズ リの ちナデ。軟質の焼成 であるが胎 土精良。4と 同様の特徴 を持つ ものが別に1

個体 ある。

5～29は 甕。i甕の外面には煤が付着 しているもの もある。5～20は 大 ・中型の甕で 口縁 を外反 さ

せ、端部 に面を持 たない ものである。その うち5～9は 肩の張 りが強 く壺に近いものであ る。5～

7は 内面の粘土帯接合痕が明瞭で あ り、外 面に残 る指頭圧痕 も粘 土帯接合時のものと考え られる。

外面ハ ケメのちナデ、 内面ナデあるいはケズ リの ちナデ。8は 他 の甕 に比べ薄手 のもの。外 面上半

タタキのちナデ、下半ハケメ。内面ケズ リのちナデ。9は 外面粗 いハケの ちナデ、 内面ケズ リのち

ナデ。10・11は 口縁及び頸部がすぼま り、長胴形の甕。10の 外面には指頭圧痕お よびハケメが重複

している。内面ケズ リ。11の 外 面はタタキのちナデ と考え られ る。内面上半ナデのみ、下半 ケズ リ

のちナデ。12～20は 肩 の張 りが弱い甕で ある。12は 大型甕の中で口縁か ら底部 まで接合で きたもの。

外面上部 はハケメのちナデ、中部 はタタキのちハケメのち指押さえ、下部はタタキあ るいはタタキ

のちナデ。内面上部 は粘土帯接合痕が明瞭であ り、ナデのみ。一部 に粗いハケメの跡が残 る。下部

はケズ リ。13は12と 同様の調整を した大型i甕の底部。14は 口縁 が長 く直線 的に伸び るもの。15～

17は 外面ハケメの ちナデ調整。14・16・17内 面ケズ リ。15内 面ナデか。18は 外面 タタキの ちナデ

調整。18の 内面ケズ リ。19・20は 外面 タタキのちハケメ、内面ナデ。21は 今 回の出土遺物 の中で

唯一、端部 に面を持つ甕である。端部面の内角及び外角 を突出させ てい る部 分もあるが、全周 に及

んでお らず意図的なものか どうか判定 しがたい。外面ハケメのちナデ、内面ナデ。 口縁上部 には焼

成後 の穿孔 があ り、補修用 と考え られ る。22は 今 回の出土遺物の中で唯一 の複合 口縁部。23～29

は小型 の甕。23・24は 口縁が外反 するもの。外面 タタキのちハ ケメのちナデ、内面ケズ リ。25は 短

い口縁 のもの。内外面ナデ。26～28は 口縁部外面がふ くらみ、外見上内湾 しているように見 えるも

の。外面はいずれもナデ。26の 内面はケズ リのちナデか、27・28の 内面はナデ。29は 内湾 するロ
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縁部を持つ小型甕。外 面ハ ケメのちナデ。内面ケズ リの ちナデ。

30～37は 口縁が外反 する鉢。30・31は 大型 品。内外 面ナデ。30の 頸部 内面の稜は明瞭であ る。

32・33は 中型品。内外面 ナデ。34・35は 小型品。34は 外面ハケメのちナデ、内面ケズ リの ちナデ。

35は 外面ナデ、内面 ケズ リのちナデ。36は 口縁部がわずかに外反す る鉢 。口縁端部にやや凹 凸があ

る。内外面ナデ。37は 平底 の鉢。口縁部 は短 く外反 する。内外面ナデか。38～40は 口縁 が内湾す る

鉢。38は 内外面ナデ。39は 外面ハケメのちナデ、内面ナデ。40は 外面指押 さえ またはナデ、内面

粗いハケメの ちナデ。41～43は 皿。41は 内外面ナデ。42は 内外面指押さえで、器壁お よび 口縁端

部の凹凸が著 しい。43は レンズ状の底部 を持つもの。'外面器壁 には乾燥時にで きた と考 えられ るひ

び割れが著 しい。外面ナデ、内面ハケメのちナデ。 口縁端部 には凹凸が著 しい。44・45は 脚の付 く

土器。44に はわずかに外反 する口縁 を持つ鉢が付 く。内外 面ナデ。45の 脚 は比較的大 きく、上部に

は大型 の鉢かi甕が付 くもの と思われる。内外面ナデ。46～48は 底部。46は レンズ状の底部。外面タ

タキのちナデ、内面ナデ。47は 突 出 した底部。内外面ナデ または指押 さえ。48は 丸底 。内外面ナデ。

49・50は コシキ形土器 。49は 口縁部をやや 内に折 り曲げ、底部 には焼成前穿孔があ る。外面下端指

押 さえ、 その他ナデ。 内面上端及 び下端は指押 さえ、中位 はケズ リ。 口縁端部 にはやや凹凸が見 ら

れ る。50は 小片の ため詳細不明であ るが、 コシキ形土器の底部 と推定 した。内外面ナデ。

51～62は 高圷。土師器 の中では個体数が比較 的求めやすい脚部上半 を数えると、高圷は大小合 わ

せて29個 体はあるもの と推定される。この うち、圷部 と脚部めセ ヅ ト関係 がつかめるもの を掲載す

ることとした。51～57は 大型品。51～54は 内外面ナデ。53の 胎土は精良で、砂粒 をほ とん ど含 ん

でいない。55の 圷部内面は同心円状 のハケ メ、その他ナデ。56・57は 同一個体の可能性 が高い。56

には焼 け歪み、内外面 ナデ。57は 外面ナデ、内面 ケズ リのちナデか。58～62は 中型品。58は 内外

面ナデ。59・60は 同一個体 と考 えられる。胎土精良で砂粒 をほとん ど含 まず。内外面ナデ。61・62

は同一個体の可能性が高い。内外面ナデ。

63～67は 小型丸底ttt。63～65は 内外面ナデ。66の 胴部 内面はケズ リが完全 にナデ消され てお ら

ず、やや粗雑な作 りで ある。67は 小片のため詳細不明であるが、土器下端は剥離面 となっている。

胎土精良。68は 畿内系小型器台。内外面ナデ。69～71は ミニチ ュア土器 。69は 手つ くねの鉢。器

壁、口縁端部に凹凸著 しい。70は 脚部のみの小片のため詳細不明であるが、器 台の一部 と推定 した。

内外面 ナデ。71は 高圷。接合痕か ら圷部 と脚部 に分離 して作 られた と考え られ る。大型の高圷の製

作技法 が ミニチュア土器において も守 られてい ることが分か り興 味深 い。圷部上面は凹凸が著 しい。

圷部全体 に焼成 は行 き届いているが、現状の 口縁外周がわずかに くぼむ ことか ら、 さらに圷部上半

が接合 していた可能性 もある。脚部 内面シボ リ目、その他 内外面 ナデ。72は 大型打製石包丁。横断

面実測部の刃部 には石材長軸方向 に付 いた使 用痕 がわずかに観察 できる。石材は分析 の結果、安山

岩ではない ことが判明 した。73は 磨製石包丁。石材は粘板岩 か。74は 石皿。表裏面には摩滅 して く
げんひよう

ぼんだ使 用痕 がある。石材 は地元産の軟質の角 閃石安山岩、通称 「玄 表 石」。

(2)1区 出土遺物

1-SD575～80は 貿易陶磁器 である。75は 白磁碗、76・ 図版5-290は 同安窯系青磁碗、77

は青磁碗 で同安窯系か龍泉窯系か不明の もの、78は 同安窯系青磁皿、79は 龍泉窯系の蓮弁文碗、80

は褐紬陶器片であ る。13～14C頃 の壺の可能性があ る。灰色 の胎土 に外面黒色の紬がかか り、 内面
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図262-SD1出 土遺物(1/4)
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図272-SD1出 土 遺 物(1/4)
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図282-SD1出 土 遺 物(1/4)
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図292-SD1出 土 遺 物(1/4)
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くユ 　

は無紬であるが黒色の斑点が見 られ る。81は 東播系の こね鉢で12C末 葉～13C初 頭の ものであ る・

82は 土師器の鍋の可能性があ る破片、83は 土師器の羽釜であ る。84は 土師器皿、85～91は 土 師器

圷であ る。土師器圷の 口縁はやや外反 し、86は 外面に浅い沈線 が見 られ る・底部は外周の稜線 が不

明瞭な もの87と 明瞭なもの90が あ り、擬似高台の可能性のある破片91も 含 まれている・このほか、

備前焼壺 と考え られ る破片 も出土 したが混入 と考 えられた。

1-SD692は 備前焼播鉢 口縁、93は 唐津焼の溝縁皿 で17C第2四 半期 頃の ものであ る。

1-SD794は 瓦質土器鍋であ る。

1一一SK1195は ブイゴの羽 口の可能性があ る焼 土塊 。

1一一SK1496は 藁灰紬の掛 けられた陶器で、17C初 頭の ものである。

1-SK1697は 土師質の揺鉢。

1一・SK1798・99は 青磁 、98に は蓮弁文が見 られ る。100は 黒灰色の川原石 で、碁石か。

1-SK36101は 瓦質土器鍋、102は 朝鮮陶磁 の雑紬碗、103は 石臼の下 臼で、地 元で産 出する軟

げんひよう

質の角閃石安 山岩、通称 「玄 表 石」を加工 してい る。

1-SK38104・105は 貿易陶磁器。104は 中国南方産の輩翠紬 小皿で16C半 ばのもの、105は 碁

笥底の青花で16C前 半の もの。106～109は ロクロで水引 きした薄手の在地系土師器皿。110は 型押

し成形 した京都系土師器皿。外面底部 には指頭圧痕 が残 り、内面底部か ら口縁 にかけて斜めになで

上 げた痕跡、断面 には粘土貼 り付けの痕跡 と考え られる段が確認で きる。京都系土師器皿の中では

比較的大型のものであ る。111・112は 瓦質土器鍋、113は 瓦質土器播鉢である・ このほか、13～14

c代 の遺物 も出土 したが、混入品 と考え られ る。

1区 ピッ ト内114は 瓦質土器鍋 。115は 石 臼の上臼で、地元産の通称 「玄表石」を加工 してい る・

116・117は 中世前半の土師器皿で、 同一 ピヅ ト出土。118は 薄手の土師器皿で、底部には板 目状圧

痕がある。119は 藁灰紬の陶器でサ ビ絵 が描かれたもの。見込みに貝 目跡が3カ 所残 り、高台畳付

けには窯道具跡が残 る。16C末 か ら17C初 め頃の ものであ る可能性があ るが、産地は不明である。

120は 土師質の鍋。121は 唐 津焼皿で16C末 か ら17C初 め頃の もの。122は 青磁 で15C頃 の可能性

がある。123は 土師器 皿。124は 土師器圷。125は 青花で16C前 半～半ば頃のもの。126は 土師器皿 。

焼成前穿孔が2カ 所あ り、祭祀用 に特別 に作 られた もの と考 えられる。穴1カ 所は貫通す るが、 も

う一カ所 は内面途中までで貫通 していない。127は 備前焼播鉢 口縁で16C代 の もの。128は 地元産

の通称 「玄表石」製の容器で、外面には取 っ手 となる くぼみが掘 られてい る。129は 土師器 口縁 で、

京都系の可能性があるもの。130は 青磁 で鏑蓮弁文がある。131は 地元産 の通称 「玄表石」製の容器 。

130・131は 同一 ピヅ ト内出土。132は 土師器 口縁で、京都系の可能性があ るもの。

1区 包含層133は 土師質の鉢。134・135は 瓦質土器鍋。136は 瓦質土器播鉢。137は 土師質の甕・

138・139は 土師器皿である。140～155は 貿易陶磁器であ る。140～143は 白磁。140は いわゆ る口禿

げのもので13C後 半。141は 端反 り皿、142は 菊皿、143は 見込みの紬 が輪状 に剥 ぎ取 られ た盃 。141

～143と もに16C代 の ものである。144～146は 青磁。144は12C後 半～13C前 半、145は13～14C、

146は15C代 。図版5-288も 青磁、12C後 半～14C。147～153は 青花。147・148は16C代 、149

は16C第3四 半期頃、150は16C中 葉、151は 高台 内面 に放射線状のカ ンナケズ リ痕 が見 られ16C

後 半のもの、152は 饅頭心の底部をもち16C後 半のもの、153は 呉須の発色が悪 く胎土 も陶質気味

の粗製 のもの。中国景徳鎮窯以外 の製品で16C末 ～17C初 めのもの と考 え られ る。154は 中国製 の
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図301区 遺 構 ・出土遺 物(1/4)
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1-P33(114),1-P118(115),1-P183(116.117),1-P225(118),

1-P317(119),1-P348.349(120),1-P440(121),1-P497(122),

1-P520(123),1-P552(124).,1-P614(125),1-P623(126),1-P636(127),

1-P637(128)、1-P638(129>、1-P641(130・131)、1-P746(132)、1区 包 含 層(133-V139)

図311区 遺構9包 含層 出土遺物(1/4)
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図321区 包含層 ・3区遺構出土遺物(1/4)
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天 目茶碗。155は 李朝系の とっ くりの底部、16C後 半。156は 瀬戸美濃系の天 目茶碗、14C代 のもの。

157・158は 備前焼の播鉢 ととっ くり。159は17C初 め頃の播鉢片。図版5-289は 産地不明の焼 き締

め陶器。胎土お よび外面は灰色であ るが、内面は にぶい淡赤褐色である。内外 ともにハケメ調整 を

施 し、内面に比べ外面のハケメは繊細である。160は17C初 めの絵唐津。161は 唐津焼皿で16C末

～17C初 め。162は 唐津系碗 で17C前 半。163は いぶ し瓦の丸瓦。外面 には刻印があ り、内面 には

く　　

鉄線による粘土切 り取 り痕である平行 した横筋、コビキBが 残ってお り、16C末 以降と考え られ

る。164は 小型の砥石、欠損面以外全ての面に使用痕が残る。165は 淡灰色の川原石で白碁石の可能
きっちょう

性 があ る。166は 扁 平な川原石で 毬 打 の玉であ った可能性がある。図版5-291は 、玄表石製 の石

臼上 臼である。167は 安 山岩質の スクレーパーで ある。

(3)3区 出土遺物

3-SD2168は16C末 ～17C初 め頃の唐津焼皿 の可能性 があ る。169は 薄手 の土師器皿で16C

頃の もの。170は 鉛 製の鉄砲玉。171は 軒平瓦で、瓦当面には左右 に単純化 した唐草文、中心に宝珠

文が見 られ る。172は 平瓦、173・174は 軒丸瓦、175は 丸瓦。173の 瓦 当文様は丸文、174の 内面に

はコビキBが 残 る。

3-SKIO176は 瓦質土器鍋であ る。

3区 ピッ ト内177は 土師質の鉢 、178は 土錘。 ともに同一 ピヅ ト内出土。179は 薄手の土師器皿。

180は 土師器圷。181は 薄手の土師器皿。182は 土師器碗で、底部 には痕跡的な断面三角形 の高台が

残 り、外面 には褐色系の顔料が施 されている。183は 京都系土師器皿 と考え られ る口縁部。184・185

は土師器圷、186は 土師器皿。184～186は 同一 ピッ ト内出土。187～192は3-P1022出 土遺物 であ

くヨ　

る。187～189は 青磁碗、190・191は 青磁皿でいずれも山本編年D期 、12C後 半～13C前 半の もの

と考え られ る。192は 東播系こね鉢で12C末 葉 ～13C初 頭 と考え られる。図版5-292は3-P471

に遺存 していた柱材であ る。樹種 はケヤ キ。その他周辺の ピヅ トに遺存 していた柱材 の樹種は、ク

リ2本 、ヤブツバキ1本 である。

3区 包含層193～196・198は 瓦質土器鍋、197は 土師質の鍋である。199は 土師質の鉢、200～202

は瓦質土器播鉢である。202の 底部 には板 目状の圧痕 が残 る。203は 瓦質土器壺、204は 瓦質土器 ほ

うろ くの取 っ手である。205は 薄手の土師器皿、206は 京都系土師器皿 と考 えられる口縁部 である。

207は 李朝系の雑紬碗 の口縁部であ る。208～210は 弥生土器である。

(4)4区 出土遺物

4-SX1図 版5-293は 曲物であ る。発掘時には既 に底部 が失われてお り、側板 のみの状 態で

あった。推定 される径約13cm、 残存高7cmの 小型品。側板の樹種はツガ属、綴 じ皮の樹種はサ クラ

亜属の樹 皮である。

4-SX2211は 卒塔婆。残存長さ23.9cm、 幅4.4cm、 厚 さ0.7cmで 、上端 を欠損 している。墨

く　　

書は表面のみで、成人女性を指 し示すと考えられる戒名の一部 「□禅定尼[]□ □」が残る。 木簡

の材質はスギで、表裏 とも木簡下端付近約3cmが 比較的遺存状況良好であることから、卒塔婆 とし

てこの部分が土中に埋められていた可能性がある。212は 曲物。底板の片面にまな板として利用さ

れた刃物傷があったことから、この面を底面と推定した。底面には漆器碗213が 伏せられていたた
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図333区 遺構 ・包含層出土遺物(1/4)
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図343区 包 含 層 ・4区 遺 構 出 土 遺 物3区 包含 層(203～210)

(203～214=1/4、215～228=.1/1)4-SX2(211～228)
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図354区 遺 構 出 土 遺 物(1/10)
4-SX2(229^一236)
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め、その口縁の痕跡が わずか に圧痕 として残 ってい る。曲物の底板は柾 目取 りであ ったため、年輪

くら　

年代法による年代測定を試みた 。 その結果、計測可能であった年輪数は81年 分とやや少な く、計

測年輪パターンとヒノキの暦年標準パターンは類似度がやや低いものの、1181年～1261年 の年代で

重複していることが確定 した。曲物底板の形状は心材に続 く辺材が失われたものなので、底板の伐

採年の上限は1261年 ということになり、伐採年は1300年 前後が推定される。なお、曲物底板の材

質はスギ、曲物側板の材質はヒノキである。213は 漆器椀。総黒色の漆器の外面には赤色漆で繊細

な漆絵が描かれている。樹種はケヤキである可能性が高い。214も 漆器椀。発掘時にすでに劣化が

進んでいたのに加え、その後の保管状態の悪さか ら漆の多くが剥落してしまった。出土時には総黒

色の漆器の外面に赤色漆で繊細な漆絵が描かれていることを確認 している(図 版3一 左中)。樹種は

クリである。これらの漆絵は、植物文などの写実的な文様を特徴 としてお り、概ね12c後 半～14c

くの

代 の時期が与 えられよ う 。215～224は 数珠玉の玉 と推定 され る。215～220は 水晶製 と推定 される

透 明の玉(1類)で ある。大 きさ ・形態か ら1-A～Fの6類 に分類 した。最 も小さい1-Aは 他 の

玉 に比べ、濁 った石材 のものが多い。1-Dは 断面算盤玉形 をな し、その他の玉は球形あ るいは偏

球形 をなす。1-E・Fは3方 向に穿孔 される。取上点数 は、1-A(23点)、1-B(4点)、1-

C(5点)、1-D(6点)、1-E(1点)、1-F(1点)の 計40点 であ る。221は 白色の小型玉(II類)

である。断面偏球形 をなす。取上点数は4点 であ る。222～224は 木製玉(III類)で ある。形態にはバ

リエー シヨンがあ り、大 きく3種 類 に分類 した。III-Aは 断面球形に近 いもの、III-Bは 卵形、III

-Cは 偏平形 をなす。樹 種はいずれ も、バラ科サ クラ属 である。取上点数は、III-A(12点)、III-

B(1点)、III-C(2点)の 計15点 である。225～228は 銅銭。225は 成 平元寳(初 鋳年998年)、1枚

出土。226は 祥符元寳(初 鋳年1009年)、1枚 出土。227は 祥符通寳(初 鋳…年1009年)で あ り、確

実 なもの3枚 、その可能性の高いもの2枚 が出土。228は 天禧通寳(初 鋳 年1017年)、3枚 出土。

その他 、銭種不明の銅銭が4枚 出土 してお り、銅銭の合計は14枚 であ る。棺内か らは頭蓋骨片(図

版6-294)、 歯冠3個(図 版6-295)も 出土 している。229～236は 木棺 であ る。231は 蓋板で、横

断面に見 られ る木取 りは連続 しているようにも観察で きるが、 中央付近で2材 は完全には接合 しな

い。この ことか らする と、蓋板 は当初か ら2材 か らなっていた と考 え られ る。229・230は2材 の蓋

板 を留めていたと考 え られ る桟 である。桟 には釘あ るいは釘穴が残 ってお り、側面で蓋板 と接 して

いたことが分か る。232は 底板で2材 か らな っている。233～236は 側板お よび小口板である。各板

は小 口面上部 に剖 り込み を設けてお り、互 いに組み合 わさっている。底板 ・側板 ・小口板 は互いに

釘で留め られていた痕跡があ るが、一部には釘の先端 がはみ出 したもの もあ り、雑な作 りであ る印

象 を受ける。木棺各部材の樹種は、すべてスギである。なお、木棺図面は図面右側 を北 とし、上か

ら見た展開図 として掲載 している。229・230の 桟 の平面図についてのみ、復元後 に南か ら見た状 況

の図面 を掲載 している。

(5)5区 出土遺物

5-SI1237～239は 端部 を肥厚 させ る甕の 口縁部である。237に はわずか に2条 の擬凹線 が残

る。240は 複合 口縁の甕。241・242・244は 端部 を面取 りする甕の 口縁部。243は 端部 を丸 くお さめ

る甕の 口縁部。237・244・245に は頸部下 に刺突文があ る。246は 高圷 の脚部上半。247は 中央炉跡

か ら出土 した鉢ρ248は 外周の稜がな くな った レンズ状の底部。249は 安山岩質のスクレーパー であ
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るが、表面の風化が著 しい。このほか、1996年 度試掘調査TP85出 土の遺物(複 合 口縁甕、単純 口
く　　

縁i甕、打製石斧)も5-SI1内 出土遺物であ る 。

5-SE1250は 肥前系 と考え られ る染付磁器。近世後半。251は 国産の 白磁。252は 鉄紬の陶器

底部。253は 須佐焼 の播鉢片。254は 瀬戸美濃系で褐紬 の輪花小皿。255は 白磁 で中国製の端反 り皿

と考 え られ る。256は16C代 の青花 。257も16C代 の青花である可能性 が考 え られ る。258は 備前

焼壺底部 と考え られ、269と 同一個体 となる可能性 もあ る。259～262は 瓦である。5-SE1か ら

は23破 片の瓦が出土 してお り、いずれ もいぶ し瓦で赤瓦は含まれていない。259は 鬼 瓦の一部 と考

え られ る。260～262は 平瓦。260の 側面 には 「下田」の刻印、261の 上面には不明線刻文様、262

の側面 には 「*」 状の刻印、裏面 には紐状の圧痕がある。263は 五輪塔火輪部であ る。石材 は地元

産の玄表石 を使用 してい る。264は キセルであ る。250～255・259～264は 井側 内出土、256～257は

裏込め土 中出土。このほか、曲物 の底板 と考え られ る円形板(樹 種 スギ)、蓋板 と考え られ る穿孔の

あ る円形板(樹 種 スギ)も 井側 内か ら出土 してい る。

5-SK1265は 瓦質土器揺鉢、266は 瓦質土器鍋、267・268は 薄手の土師器皿である。 図示で

きなか ったが16C半 ばの青花 も出土 してお り、 これ以降の時期 に比定 できる。

5-SK4269は 壺の 口縁部である。16Cの 備 前焼 であ る可能性がある。

5区 ピッ ト内270～274は 薄手の土師器皿。275も 薄手の土師器皿、276は 土錘。275・276は 同一

ピヅト出土。277・278は 同一 ピッ ト出土の薄手土師器皿。277の 口縁上半はやや 内湾気 味で、 ロク

ロ水引 き痕 の凹凸が 目立 たないのに対 し、278は 口縁上半 が外反気味で、 ロクロ水引 き痕 の凹凸が

目立つ という違いがある。 また、278は 器形の歪みが大 きい。

5区 包含層279は 安山岩製の横長剥片素材 のナ イフ形石器 である。形態か ら後期旧石器時代の も

のであ る可能 性があるls)分 析 の結果、冠山産(い いのやま飯 山群)で ある可能性が高い ことが判明 した。

(6)6区 出土遺物

280は 須恵器 蓋である。6-SD1出 土。281は 貿易陶磁器で黄紬褐彩盤 であ る。13Cを 中心 と し

て12～14Cの 時期 が与え られ る。6-SD4か ら1片 、6区 包含層か ら1片 出土。282は 中世前半

の土師器圷底部。6-SD5出 土。283は 暗赤褐色の胎土 を した焼締陶器播鉢。産地不明。284は 無

紬の赤色大型平瓦である。裏面には線状の圧痕が残 る。現在、 このような大型瓦 を目にすることは

稀 で、喜時雨地 区でかつて瓦が生産 されていたことと関係 があるもの と考え られ る。6区 付近の畦

に以前か ら放置 されていたため、採集 し図示 することとした。

(7)7区 出土遺物

285は 瓦質土器鍋、286は 瓦質土器播鉢、287は 土師器圷底部。いずれ も7-SD1出 土。

註1.森 田稔1995「中世須恵器」『概説 中世の土器 ・陶磁器』
2.市 本芳三1995「瓦」『概説 中世の土器 ・陶磁器』

3.山 本信夫1995「中世前期の貿易陶磁器」『概説 中世の土器・陶磁器』

4.島 根県埋蔵文化財調査センター平石充氏、深田浩氏のご協力により、赤外線ビデオカメラによる観察をおこなった。

5.奈 良国立文化財研究所光谷拓実氏に依頼し、ご報告をいただいた。

6.四 柳嘉章1995「漆器」『概説 中世の土器・陶磁器』

7.津 和野町教育委員会1997『喜時雨地区埋蔵文化財試掘調査報告書II』

8.島 根県埋蔵文化財調査センター丹羽野裕氏よりご教示いただいた。
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図365区 遺構出土遺物(1/4)
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5-SK1(265一 一268),5-SK4(269),

5-P86(270),5-P270(271),5-P289(272),5-P291(273),5-P296(274),

5-P297(275・276)、5-P301(277・278)、5区 包 含 層(279)

6-SD1(280)、6-SD4(281)、6-SD5(282)6区 遺 構 外(283・284)、

7-SD1(285一 一287)

図375区 ・6区 ・7区 出 土 遺 物(265～283・285～28711/4、284:1/6)
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N.ま とめ

喜時雨遺跡1～7区 では弥生時代後期から近世後半までの遺構、および後期旧石器時代から近世

後半までの遺物を確認 した。

1.古 墳時代以前について

弥生時代後期後半の遺構には5-SI1が ある。一辺約4mの 隅丸方形竪穴住居跡で、主柱穴は2

本、中央土坑に焼土が残 るものであった。竪穴住居跡4-SI1も 、ほぼ同時期かやや先行する可能

性がある。4・5区 周辺では他に同時期の遺構を確認 しておらず、出土遺物量も少ないことから、

小規模な集落であったものと考えられる。

続 く古墳時代前期の遺構は、4・5区 より北西に約350m離 れた場所にある2区 で検出された。

遺構は、掘立柱建物跡2棟 と土器溜まりを伴った溝1条 である。集落本体があるとすれば、2区 北

側の30m四 方の範囲、あるいは2区 北東側にある津和野神社のある丘陵上が想定されるが、未調査

のため詳細は不明である。出土遺物の中にミニチュア土器(図29-69～71)や 小型丸底増(図29

-63～67)な どの祭祀性の強い遺物が含まれてお り、甕の中にはススが付着するものもあることか

ら、単なる廃棄場所ではな く、飲食をともなった何 らかの祭祀が行われていたとも考えられる。こ

れまで当地では古墳時代前期に位置付けられる一括資料に乏 しかったことから、今後の研究の基礎

資料になると考えられる。

なお、5区 包含層中より後期旧石器時代の可能性のあるナイフ形石器(図37-279)が 出土 した。

旧石器は町内では初確認であ り、縄文時代早期の押型文土器からさらに歴史がさかのぼることとな

り注目される。

2.中 世以降の遺構について

6区 で中世の溝 ・ピヅト、7区 で中世の溝を検出したが、遺物の出土状況から考えると近辺に大

規模な集落が存在 しているとは考えにくい。以下、12C後 半～近世後半の集落が検出された1・3

～5区 を中心に概要を述べる。

ロ 　

1～V期 に区分 した遺構 変遷復元案を図38に 示す 。1期 の中心的な遺構は、いわゆる環溝屋敷

であ り、溝(1-SD5)を 方形 に周 囲に巡 らし、 内部 に3×1間 、3×2間 の掘立柱 建物(1-S

B1・2)を ともなってい る。溝の残存長は17.7mで 、南東お よび南西方 向に溝は続 いてい る。環

溝屋敷は防府市下右田遺跡な どに類例 が知 られるもので、同遺跡 では平安時代 には全 く見 られ ず、

　　　

鎌倉時代に初めて登場することが指摘されている 。 喜時雨遺跡においても、平安時代に集落がほ

とんど存在していなかった場所に突如として環溝屋敷が構えられてお り、この時期にひとつの画期

があるのではないかと考えられる。II期 にはこの環溝屋敷は存続せず、代わって6×4間 の総柱掘

立柱建物(1-SB3)が 現れる。1-SB3は 当時の掘立柱建物跡の中では非常に大型のものであ

り、2棟 が並列 している可能性も考えた。しかし、山口市殿河内遺跡で13C前 半の総柱掘立柱建物
くの

跡SB-4(6(7)×4間)の 類例 が知 られ るこ とな どか ら、この時期 には 同様 の規模の建物が存

在 していた と考 えてよいであろう。ところで、1-SB3と 同時並存 していた可能性 があると推定 し

た遺構 に3-SD1が あ る。3-SD1は 残存長37.5m、 推定50m以 上の大規模 な溝であ るが、出土

遺物 に乏 し く明瞭な時期決定が困難な遺構である。遺構 の主軸のみ を検討すると、1・II期 の主な

遺構の主軸 とは異な ってお り、III期以降の主な遺構 の主軸に近い軸 となっている。しか し、3-SD
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1はII期 と推定 した3-SB11に 先行 した切 り合い状況 で検出 されたことか ら、II期 までに存在 し

ていた可能性の高 い遺構 と考 え られ る。ここでは明確な根拠 に欠 けるものの、3-SD1は1期 の1

-SD5と 並存 してい たのではな く、1-SD5廃 絶後のII期 にな って新た に掘 られ た溝であ り、そ

の 内部に1-SB3が 建て られ た可能性 があると推定 してお きたい。3-SD1の 外部 と考え られ る

場所か らは墓(4-SX2)が 検 出された。周辺の状況か らす ると集 団墓の一一部 ではな く、集 落の隅

に単独 で埋葬 され た墓 と考え られ る。4-SX2は 卒塔婆、供献品、木棺な ど有機質遺物 が比較 的良

好な状 況で保存 されてお り、当時の埋 葬を知 る上で貴重 な事例 となった。III期と推定 した遺構 には、

II期 までの溝 よ りは小規模 な溝(1-SD4お よび3-SD3(1-SD7))が ある。掘 立柱 建物跡

も数棟復 元 してい るが、中心的な建物 は復元で きていない。細線蓮弁文青磁 などがほ とん ど見 られ

ない ことな どか らす ると、一時集落の規模が縮 小 していた可能性 もあろう。IV期 は最も多 くの遺構

を復元で きた。 その多 くは、N12～180Eと ほぼ同 じ主軸 を持つ。遺構に重 な りがあるこ とか ら2

～3時 期 に分かれ るもの と考え られ る。 中心 とな る建物は3-SB1で 、7×6間 の総柱の大型掘

立柱建物 である。 この建物 を主屋 として、周囲にある2×3間 前後の規模 の建物が納屋 ・蔵 ・台所

などの付属屋であ った もの と考え られる。1区 南 西隅では大型土坑が並んでお り、瓦質土器鍋、石

臼のほかに炭 も多 く検出され たことか ら、台所 に関係 した遺構 があ った場所 と考え られる。5区 の

遺構の多 くはこの時期のものであ ると考 えられ、井戸(5-SE1)が 新 たに掘 られている。V期 は、

溝(1-SD6、3-SD2)に 挟 まれた掘立柱建物 が復元で きたのみで、集落の規模 が急速 に縮小

した と考え られ る。その中で、井戸のみは比較 的長期 にわたって使い続 け られ、近世後半 になって

埋め られている。井戸の井側内部か らは大量の石 とともに、 ウル シの種 の上 に置かれ た稲藁が検出

され、井戸廃絶時に行 われ た祭祀 を示す もの と考 え られ る6出 土遺物か ら推定される各期の概ねの

年代は、1期(12C後 半～13C代)、II期(14C代)、III期(15C代)、IV期(15C末 ～16C代)、V

期(16C末 以降)と 考 え られ る。

3.中 世以降の遺物について

陶磁器では12C代 とされ る山本信 夫氏の編年C期 の 白磁 がわずか に出土 してい るが、主体 となる

のは12C後 半以降 とされる同編年D期 以降の青磁 であ る。その後、16C末 ～17C前 半に位 置付 け ら

くの

れる唐津焼 と、唐人焼または上野焼 と考えられる藁灰紬陶器 までほぼ連続するが、いわゆる初期

伊万里は出土していない。近世後半の陶磁器は井戸の廃絶に伴う形で少量見られる。
く　　

各 区ごとに出土比率 を見てい く と、1区 では他 の区に比べ青花磁器 ・唐津焼 ・いぶ し瓦の 出土比

率がやや高い。また、1区 では他の区に比べ鍋 ・播鉢 などの瓦質土器雑器の比率がやや高 く、石 臼

などの石製品の出土が多いこ と、大型の土坑が多いことと関連があるもの と考 えられる。3区 では

龍泉窯系青磁、東播系須 恵器の比率が高いが、これは3-P1022か ら一一括 出土 した ことによるもの

であ る。5区 では他の区に比べ、土師質土器 の うち中世後半期 と考 えられる薄手の皿 の比率が高い

とい う傾 向がある。これは、16C代 に井戸(5-SE1)が 掘 られ、生活の舞台が5区 周辺 にまで拡

大 したこ とによるもの と考 えられる。

なお、比率 には現れに くい重要な遺物 として、 中国製の黄紬褐彩盤 が6区 か ら2破 片、窮翠粕小

皿が1-SK38か ら2破 片出土 した。黄紬褐彩盤 は12～14Cを 中心 とした時期のもので、広 島県宮

く　　

島での報告例がある 。 窮翠紬小皿は戦国時代の城館遺跡などか らまれに出土し、島根県西部では

益田市上久々茂土居跡、益田市七尾城跡、美濃郡匹見町水田ノ上遺跡、邑智郡川本町丸山城跡など
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破線は遺構主軸、切 り合いなどから

推定 したもの。

図381.3～5区 遺構 変 遷復 元 案(1/800)
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く　　

で出土例が知 られる。

今回の調査で出土した京都系土師器皿は町内では初確認となった資料であり、今後さらに確認例

が増える可能性がある。1-SK38か ら出土した京都系土師器皿は共伴遺物から16C中 葉と推定 し

廻 。胎 土分析の結果、保存状態良好な1-SK38出 土土師器(図30-110)は 在地産 という結果が出

た。1-SK38以 外から出土した小片の中には未分類とされたものがあ り、搬入品である可能性も

指摘されている。在地産か搬入品かということは大きな問題であり、さらに在地産の場合には製作

工人が来たのか、在地で模倣したのかという問題 も生 じる。考古学的方法による製作技法観察もあ

わせておこなうとともに、今後の資料蓄積を待ちたい。
く　　

胎土分析では、喜時雨地区で採取 した粘土も分析 した 。 土師器、瓦質土器、瓦の胎土のうち大

部分が採取した粘土に一致 した。粘土採取地点周辺には「土取穴」などの地名が残っていることや、
はにやすひめのみこと

津和野神社の祭神に土の神である埴 安 姫 命 が祭 られていることからも、古くか ら粘土採取地であ

ったことが窺われる。いつの時代から土器作 りの粘土が採取され始め、いつの時代から津和野神社

の原型ができたのか興味深く、今後継続的な胎土分析を通 じて検証 していく必要があるだろう。

4.遺 跡の性格について
き べ きその

中世津和野の領主吉見氏は、1282(弘 安5)年 に能登国か ら=津和野町木部地区木薗 に入部 し、1295

(永仁3)年 津和野城築城 に着手、1324(正 中元)年 に竣工 し、1327(嘉 暦2)年 に館 を木 薗か ら
　　の

津和野城周辺に移 したという記録が残されてお り、現在これが通説 となっている 。 この年代を喜

時雨遺跡検出遺構 と照らし合わせると、1期で廃絶したと考えられる1-SB1・2お よび1-SD5

は、吉見氏とは直接は関係ないと考えられる。同時期の貿易陶磁器が一定量出土 してお り、方形の

溝を周囲にめ ぐらす環溝屋敷であることから、吉見氏以前にいた在地有力者の館と考えられよう。

その後、II期に現れた1-SB3は 、1期 までの遺構とは主軸を異にしてお り、規模も拡大している。

ここでは、この1期 からII期にかけての変化を、吉見氏が津和野城竣工後に津和野城周辺に館を移

した一連の動きにともなうものと考えておきたい。先述 した山口市殿河内遺跡の大型掘立柱建物跡

が、深野郷地頭入部直後の館(主 館周辺部の家臣団の屋敷を含む広義の館)の 一角を構成するもの
く　　

と推定されていることも参考になると思われる。 その後は、IV期 と推定した3-SB1を 中心とし

て集落が繁栄 している様子がうかがえる。これは、中世津和野城の大手という立地条件から、吉見

氏関連の一族か、家臣の屋敷があったことを示しているものであろう。

16C中 葉と推定 した1-SK38出 土の京都系土師器皿は、中国地方の出土状況の考察によると、

特定の地域に偏っていてしかも大量に出土するA型 と、少量ながらも散在的に出土するB型 に大別
く　 　

できることが指摘されている。A型 は、戦国大名の本拠地が置かれた周防国などが該当し、領主

と京都系土師器製作工人との間に強い結びつきがあったと考えられている。B型 は物流集積地、戦

国大名の戦略拠点などが該当し、喜時雨遺跡出土例はB型 に位置付けられている。ここではこの指

摘に加え、大内氏 と吉見氏の関係に注 目しておきたい。16C中 葉の吉見氏当主は、大内義隆から偏

諄を受けた吉見隆頼であ り、それを継いだ吉見正頼の室は大内義興の娘、義隆の姉である大宮姫で

あった。このように両者が非常に近い姻戚関係にあったことから、大内IVa期(16C前 葉)～ 大内

IVb期(16C中 葉)の 短期間に、山口で大量に消費された京都系土師器皿の製作情報が津和野城下

にもたらされ、一部が津和野城下で製作された可能性も考えられるのではなかろうか。なお、現在

国の重要無形民俗文化財に指定されている鷺舞の原形が1542(天 文11)年 始まったとする記録があ
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表2中 世～近世初頭の焼物組成一覧表

1区遺構内

1区包含層

1区計

3区 遺構内

3区 包含層

4区 遺構内

4区 包含層

3・4区計

5区遺構内

5区包含層

5区 計

6区遺構内

6区包含層
7区遺構内
7区包含層

6・7区計全区

唐人焼or上 野焼1、焼締陶器
(産地不明)2、陶器(サビ絵+

貝目)1,陶 器(産地不明)1,
ブイゴ羽口7、土錘1

焼締陶器(産地不明)8、唐人

焼or上 野焼5、播鉢(17c初
頭)1、播鉢(産 地不明)2、陶
器(産 地不明)1

駐,甜 、2、
z

焼締陶器(産地不明)2、土錘
1

焼締陶器(産地不明)1

焼締陶器(産地不明)1、陶器
(産地不明)1、土錘1、近世後
半の5-SE1出 土瓦23点 は

除外
土錘2

揺鉢(産地不明)1



固土 師質(厚 手)

■土 師質(薄 手)

ロ士 師質(京 都系)

□土 師質(不 明)

■土 師質(雑器)

團瓦質(雑 器)

ロいぶし瓦

圃白磁

□青磁

ロ青花

困貿易その他

囲国産品.

図39中 世～近世初頭の焼物組成グラフ

X13)一 一 一 一 一(14)

ること や、それが山口から導入されたと伝えられていること からも、16C代 に大内氏と吉見氏が

密接な関係にあったことがうかがえる。

吉見氏は、関ヶ原の戦以後、毛利氏にともなって萩に移 る。その後、坂崎氏による津和野城の近

世城郭化に伴って、城の大手口が西の喜時雨から東の現大手口に変更されたと言われている。発掘

においても17C以 降の遺物、遺構の検出が激減 していることから、17C前 半に入 り喜時雨遺跡は津

和野城大手口の武士団集落から急速に農村化したものと考えられる。

註1.遺 構の時期推定に際 しては、以下の編年を主な参考とした。

山本信夫1995「 中世前期の貿易陶磁器」『概説 中世の土器 ・陶磁器』

森田 勉1982「14～16世 紀の白磁の型式分類と編年」『貿易陶磁研究』NO.2

上 田秀夫1982「14～16世 紀の青磁椀の分類」『貿易陶磁研究』NO.2

小野正敏1982「15、16世 紀の染付碗、皿の分類とその年代」『貿易陶磁研究』NO.2

吉瀬勝康1988「 周防における古代 ・中世土器の様相一10世 紀から13世 紀 を中心に一」『中近世土器の基礎研究』IV

増野淳一編1993『 上嘉川遺跡』山口市埋蔵文化財調査報告第49集

古賀信幸1991「 大内氏遺跡出土土師器の編年」『大内氏館跡皿 大内氏関連町並遺跡1』

古賀信幸1999「 中国地方の京都系土師器皿一戦国期の資料を中心として一」『中近世土器の基礎研究』XIV

岩崎仁志1988「 防長地域の足鍋について」『山口考古』第17号

岩崎仁志1990「 防長型播鉢について」『山口考古』第19号

2.中 村徹也1990「 西国の村一下右田遺跡一」『古代史復元10古 代から中世へ』

3.渡 辺一雄氏のご教示による。

『よみがえる仁保の歴史2殿 河内遺跡 小高野遺跡 県営圃場整備事業に伴う発掘調査報告』1992山 口県埋蔵文化

財調査報告第151集

4.広 島県立美術館 村上勇氏のご教示による。このほか、陶磁器の大部分は同氏のご教示を賜った。

5.表2・ 図39の 焼物組成一覧表 ・グラフでは、喜時雨遺跡の主たる時期である中世～近世初頭の焼物のみを対象としてお

り、明らかに17C後 半以降と考えられる資料は除外してある。

6.広 島県立美術館 村上勇氏のご教示による。

7.村 上 勇1998「 益田七尾城跡出土遺物の組成一陶磁器を中心にして一」『七尾城跡 ・三宅御土居跡一益田氏関連遺跡群

発掘調査報告書一』益田市教育委員会

守岡正司1999「 島根県益田市上久々茂土居跡 ・大峠遺跡出土の陶磁器」『田中義昭先生退官記念文集 地域に根ざして』

8.な お、1-SK38出 土京都系土師器については、1998年12月12・13日 におこなわれた第17回 中世土器研究会にて伊野

近富氏、古賀信幸氏、中井淳史氏、百瀬正恒氏に実見 していただいた。伊野氏からは、1-SK38出 土土師器は京都産そ

のものではなく模倣であ り、京都での編年に当てはめるとするならば16c第3～4四 半期(お よそ1570年 代)の 特徴

を持つのではないかとのご教示をいただいたことを付記しておく。

9.サ ンプル粘土採取場所については、P2図2を 参照。

10.沖本 常吉編1970r津 和 野町史』第1巻

11.註3文 献

12.古賀信幸1999「 中国地方の京都系土師器皿一戦国期の資料を中心として一」『中近世土器の基礎研究』XN

13.註10文 献

14.矢富厳夫1973『 鷺舞と津和野踊 り』津和野ものがたり第9巻
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島根県津和野町喜時雨遺跡出土の中世人骨
*

松下孝幸

キー ワー ド:島 根 県 、中世 人骨 、木 棺 墓 、保 存 不 良

は じめ に

島根県鹿足郡津和野町大字 田二穂:(たにほ)に 所在す る喜時雨(き じゅ う)遺跡4区 の発掘調査 が、

1998年(平 成10年)に お こなわれ、木棺墓(SX2)か ら人骨が検 出された。津:和野町1994年(平 成6

年)に 高 田遺跡か ら、また1996年(平 成8年)に も高田遺跡47区 か らそれぞれ1体 ずつの中世人骨が

出土 してい る。本例 は残存量がきわめて少な く、残っていたのは頭蓋の細片 と歯冠 のみであった。そ

の人類学的観察 をおこなったので、残存部分な どを記載 しておきたい。

資料 お よび所 見

1998年 の調査 で本遺跡 か ら出土 した人骨は解剖学的精査 の結果、1体 分の人骨 であるが 、残存量

はきわめて少 ない。埋葬遺構二は木棺である。木棺外 には漆器椀、曲物 などが、棺内には銅銭 や木製玉

などが副葬 されていた。

本人骨 は、考古学的所見 より、中世前半(鎌 倉)に 属す る人骨 と推定 されている。

残存 していたのは、頭蓋片十数点 と遊離歯冠3個 である。頭蓋片は厚い部分 が見受 けられ るので、

おそ らく側頭骨の乳様突起部 と思われ るが、保存状態が著 しく悪 く、小片であるために詳細 は不明で

あるρ

遊離歯冠 は永久歯 の歯冠で、下顎の左右の第一小 臼歯 と左右の区別 ができない上顎の犬歯 の歯冠の

破片である。咬耗はエナ メル質だけが咬耗 してお り、咬耗 の程度 は弱い(Brocaの1度)。 また、歯冠

はあま り大 きいものではない。

性別 は、推定できる部分 がないので、わか らない。年齢は、永久歯の咬耗状態か ら、被葬者 は成人

であると考 え られ るが、年齢は不明である。

言射 舌辛

欄筆するにあたり、本研究と発表の機会を与えていただいた津和野町教育委員会の諸先生方に感謝

致します。

《参 考 文 献 》

1.松 下 孝幸 ・他、1983:山 口県防府市玉祖遺跡出土の平安 ・中世人骨。玉祖遺跡 ・西小路遺跡(山 口県埋:蔵文化財調査報告

70):147-148.

'2
.松下孝幸 ・他、1983:山 口県=豊浦郡豊北町土井ケ浜遺跡出土の人骨。土井 ケ浜遺跡第7次 調査報告概報(豊 北町埋蔵文化

*TakayukiMATSUSHITA

TheDoigahamaSiteAnthropologicalMuseum〔 土 井 ケ 浜 遺 跡 ・人 類 学 ミ ュージ ア ム 〕
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3.松 下孝幸 ・他、1985:東 広 島市大槙3号 遺跡出土の古墳時代 ・中世人骨。大槙遺跡群(広 島県埋蔵文化財調査セ ンター

調査報告書第38集):117-122.

4.松 下孝幸 ・他、1986:山 口県豊浦町汐汲遺跡出土の古墳時代 ・中世人骨。汐汲遺跡(豊 浦町埋蔵文化財調査報告第7集)

75-102.

5.松 下 孝幸、1987:広 島 県月見城出土の中世人骨。月見城遺跡(広 島県埋蔵文化財調査センター調査報告書第54集):97-106.

6.松 下孝幸 ・他、1988:山 口市瑠璃光寺遺跡出土の中世人骨。瑠璃光寺跡遺跡一中世墳墓の調査。(山 口市埋蔵文化財調査

報告書第28集):397-436.

7.松 下孝幸、1997:山 口県美東町植 畠遺跡出土の中世人骨。植 畠遺跡(山 口県埋蔵文化財調査報告第183集):38-40.

8.松 下孝幸、1997:山 口県下関市堂の下遺跡出土の中世火葬骨。(印 刷中)

9.松 下孝幸、1997:広 島県豊平町地徳古墓出土の中世人骨。国営広島北部土地改良事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書(広

島県埋蔵文化財調査セ ンター調査報告書第152集):51-59.

10.内 藤 芳篤、1973:人 骨。尾窪一熊本県下益城郡城南町尾窪中世墳墓群の調査(熊 本県文化財調査報告12):62-78.

11.中 橋 孝博、他、1985:人 骨(山 口県下関市吉母浜遺跡出土人骨)。 吉母浜遺跡:154-225.

12.牛 島陽一、仙波輝彦、1960:山 口県阿武郡見島村出土の中世時代の人骨について。人類学研究、7(3～4):52-56.
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喜 時 雨 遺 跡 出土 の 中、近 世 土 師器 、お よび 瓦 の 蛍光X線 分 析

奈 良教育大学 三辻利一

1)は じめに

土器の産地問題の研究では 「産地」を明確に把握 しておかなければならない。狭義の産地は 「窯

跡」である。窯跡から出土した土器片を多数分析 して、前以って指紋を求めてお く。この指紋(通

常はK、Ca、Rb、Sr)を 使って、遺跡(消 費地)出 土土器を窯跡(生 産地)に 結び付けることに

よって産地を推定す ることはできる。

窯跡は残っていなくても、一つの地域内から出土する土器が特定の指紋をもつことがわかれば、

その指紋を使って遺跡(消 費地)出 土土器 を生産した地域を推定することもできる。この場合は広

義の産地として 「地域」が考えられた訳である。

山口県周防地域や島根県西部地域の遺跡から出土する、とくに、中、近世の土師器や瓦は須恵器

と同じ素材粘土を使用 したのであろうか、在地産の須恵器と同じ胎土をもつものが多い。 このこと

から、指紋元素(K、Ca、Rb、Sr)を 使って、在地産か搬入品かの判断は可能である。この場合、

在地産の粘土も分析 して、同 じ指紋をもつ粘土も地元に産出することを確認することも必要である。

本報告ではこのような考え方に基づいて、喜時雨遺跡から出土した中、近世の土師器および瓦、

それに、在地産の粘土を蛍光X線 分析法で分析 したので、その結果について報告す る。

2)分 析法

すべて の土器 片は表 面を研磨 して 付着 物を除去 したの ち、 とり出 された土器胎 土をタングステ ン

カーバイ ド製乳鉢 の中で100メ ッシュ以 下に粉砕 した。 また、粘土試料 は電気乾燥器で150。Cで 数

時間乾燥 したのち、100メ ッシュ以下 に粉砕 した。

両方 の粉末試料 は塩化 ビニー一・・ル製 リングを枠 に して、10KN(キ ロニ ュ・・・…一一・・トン)の 圧力 を加 えて

プ レス し、内径2cm、 厚 さ0.5cmの コイ ン状錠剤試料 を作成 した。

錠剤試料はそれ ぞれ 、試料 ホール ダ・・・…一…に固定 され、48個 の試料ホ・・一・・一・・ル ダー は 自動試料交換器 に1頂

に並べ られた。

波長分散型 の完全 自動式蛍光X線 分析装置 を使 って分析 した。完全 自動式 の装置 を使用す るのは、
シ　 タ

2θ の全領域 を走査す るのではな く、指紋元素 として選択 された数元素 のみ を走査す るためである。

Naの 測 定にはTAP、K、Caに はGe、Fe、Rb、Srに はLiFの 分光結晶 を使 用 した。 また、

Na、K、CaのKα 線 の強度測定 にはガスフ ロー比例計数管 を、Fe、Rb、SrのKα 線 の測定 には

シンチ レーシ ョンカ ウンター を使用 した。デー タの打 出 し、試料 の交換 も含 めて、分光結晶 と検出

器 の連動 もコン ピュー ターに よって完全 に制御 され ている。 これ が、完全 自動式の装置 の概 要であ

る。

もし、 この よ うなシステムの装置 を使用せず 、2θ の全領域 を走査 してい ると、1試 料 の測定に

相 当の時間がかか り、その結果 、大量の試料 の分析処理は不可能 とな る。 土器 の産地問題 の研 究で

は少数 の指紋元素について、大量 の試料の分析 が必要なのである。 これ が完全 自動式の装置を必要

とす る理 由で ある。 同 じ蛍 光X線 分析で も、完全 自動式の装置でない限 り、産地問題の研 究は困難

であろ う。

48個 の試料 の うちの1個 は必ず 、岩石標準試料JG一 一・一1で ある。JG-1は 群馬県産 の花 簡岩類
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であ り、マ トリックスは土器 と類似す る。X線 分析ではマ トリックスの補正 とい う難 問があ るが・

試料 と類似 したマ トリックス をもつ標準試料 を選択す ることに よって・マ トリックスの補 正な しに・

測定 され た蛍光X線 強度 を使用す ることができる・

通常、分析値 はJG-1に よる標 準化値 で表示 され る・標準化値は数式に したがって計算 され る・

試料 の特定元素の蛍光X線 強度

JG-1に よる標 準化値=・JG
-1の 特定元素の蛍 光X線 強度

3)分 析結果

分析結果 は表1に ま とめ られてい る・

分析値 はJG-1に よる標準化値で

あ り、単位 のない量であ る。 この値

と%やppm濃 度で表示 した含有量

の間に簡 単な比例性が あるので、 こ

の値か ら%やppm濃 度へ の変換は

容易で ある。 しか し、データ解析 は

標 準化値 で十分で きるので、 ここで

は標 準化値 に よる分析値 を示 してお

いた。

まず は じめに、 クラスター分析 に

よ り土器胎土 を分類 してみ ることに

した。K、Ca、Rb、Srの4因 子 を

使 って クラス タ,___.分析 した結果 を図

1に 示す。試料はい くつ もの小枝 に

分 かれ ているこ とがわか る。 どの枝

で区切 って分類す るか については特

別 な規則 はな く、任意性 がある。 こ

こで はNo55か らNo74ま でをA群 、

No40か らNo17ま で をB群 、No4

か らNo71ま で をC群 、No2か ら

No14ま で をD群 、No3か らNo26

まで をE群 の5群 に分類 してみた。

そ して、No62、No7、No29、No20、

No5の5点 を未分類 とした。

この分類結果 は何 らかの方法で確

か めてみなけれ ばな らない。筆者 は

指紋 図 と して よく使 うK-Ca、Rb

-Srの 両分布図 にプ ロッ トし、各群

と試料 は群 と して よくま とまるか ど
図1樹 状 図
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うか、また、他の群の試料 とは明らかにずれて分布す るのかどうかを確かめてみることにしている。

図2に はA群 に分類 された試料の両分布図を示す。全体は両図でよくまとまって分布 してお り、群

を形成することがわかる。A群 に分類された試料は瓦と一部の粘土である。瓦の素材 となった粘土

は地元にもあることがわかる。なお、両分布図上でA群 を他の群と比較する上には、領域を描いて

おくと便利である。 ここではできるだけ多くの試料を包含するようにして任意に、長方形で領域を

描いてある。そのため、領域が示す領界については定量性はない。ただ、他の群の領域 と比較する

上に役立っだけである。

図3に はB群 の試料の両分布図を示す・B群 の試料 もまた、A群 と同様、まとまって分布す るこ

とがわかる。2点 の粘土もこの中に含まれることから、B群 の素材粘土もまた、在地産であること

を示 してレ1る。A群 領域と同様、B群 領域も描いてあるが、K-Ca分 布図からはB群 の試料はA

群の試料に比べて、Ca量 が多いことがわかる。また、Rb-Sr分 布図からはB群 にはA群 に比べて、

Rb量 が多いことがわかる。明らかに、A群 とB群 の試料は別の指紋をもっていることがわか る。

このことは素材粘土は別々の粘土であり、したがって、別々の場所で製作 されたものであることを

示 している。

図4に はC群 の試料の両分布図を示 してある。比較対照のために、A、B両 群の領域を示 してあ

る。C群 の試料はK-Ca分 布図ではB群 領域に分布するが、Rb-Sr分 布図ではA、B両 領域には

全 く対応 しない。 したがって、C群 の土器の素材粘土はA、B群 の土器の素材粘土とは別物である

ことは明白である。図4よ り、C群 の土器 と同じ指紋をもつ粘土も地元にはあることがわかる。

D、E群 も含めて、未分類 となった試料の両分布図を図5に 示す。D群 、E群 の試料はよくまと

まって分布 してお り、それぞれ、群を形成することがわかる。D群 の試料はK、Rb量 が多い試料

であり、E群 の試料には他の試料に比べて、K、Rb量 が少なく、逆に、Ca、Sr量 が多い試料であ

る。この結果、E群 のみが他の群の試料に比べて異なった指紋をもっていることがわかる。外部地

域からの搬入品である可能性がある。その外部地域 とは島根県東部地域や関門海峡を挟んで九州、

福岡県東北部地域である可能性をもつ。

未分類試料 となったNo7とNo29はD群 に似た指紋をもつ。No62はA群 に近い指紋をもつ。し

かし、No20の みは全く異なる指紋をもつ。未分類 となったNo20も 外部地域からの搬入品であろ

う。 どの地域を考えたらよいのか、目下のところ、全く不明である。

このようにして、両指紋図を描 くことによって、クラスター分析の分類結果は確かめられるので

ある。

次に、分析データを考古学の側面からみてみよう。A群 に分類された試料は例外なく瓦である。

この瓦の中には中世か ら18世 紀後半に至るものが含まれているが、製作年代に関わ りなく、すべ

て・A群 であ り、同じ胎土をもつ。同じところで製作 されたものであることを示唆 している。近世

後半～近代と推定 される赤瓦もA群 である。赤瓦は他の瓦に比べてFe量 は多い。もし、酸化状態で

焼成 されておれば、赤色を呈するはずである。Fe量 が多いという点で他の瓦の胎土 とは異なってお

り、赤瓦は同地域内の別場所で製作 されたものと推定される。

中世の瓦質土器はすべてB群 である。鍋も揺鉢も同 じ素材粘土で製作したものである。ただし、
R

瓦とは別胎土である。

A・B群 の中に在地の粘土も含まれているところから、瓦も瓦質土器 もともに在地産の粘土を素

一50一



図4C群 の両分布図 図5そ の他の試料の両分布図
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材 としたことはほぼ間違いない。ただ、この指紋をもつ粘土がどのように広がって分布 しているか

についての情報が得 られてないので、漠然 と在地産 とするに止どめる。

中世の土師器 にはB、C、D、Eの4群 の土がある。それぞれ、別場所で製作 された土師器 とみ

られる。このことは少なくとも、4ヶ 所で製作 された土師器が喜時雨遺跡へ供給 されたことを示 し

ている。この うち、B群 に分類された土師器は瓦質土器 と同 じ素材粘土を使用 してお り、同 じとこ

ろで製作 されたものである可能性もある。形式か らみて京都系と推定 されたNo21、22は 胎土はB

群であり、在地産の土師器であることが明らかになった。これに対 して、未分類となったNo20は

形式からは京都系と推定 されているが、地元産の土師器ではないことは明白である。搬入品である。

ただ、目下のところ、 どの地域からの搬入品であるかについては情報不足で、推定できない。

C群 は圷 と皿だけであり、D群 も圷、皿だけである。 しかし、E群 は圷、皿の他に羽釜 も含まれ

る。 このうち、C群 には在地の粘土も含まれてお り、D群 のもつ指紋の特徴も島根県西部のもので

あるから、C、D群 の土器 も在地産と考える方が妥当であろう。E群 のみが搬入品である可能性を

もつ。

以上の結果、今回分析 した中世～近世の瓦、土師器、瓦質土器のほとんどは在地産であ り、土師

器の中のごく一部に、搬入品があることがわかった。また、土師器にはB、C、D、Eの4種 類の

胎土があり、地元の複数の生産地から供給されたものが混ざっていることもわかった。どこの粘土

でも容易に製作できる土師器の性格を表わ しているものと考えられよう。一
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表1喜 時雨遺跡出土土器の分析データ

試料番号 分析番号 種別 器種 時期 K Ca Fe Rb Sr Na 分類 備考 挿図番号
1 12-1174 土師器 椀 中世前半 0.566 0.239 1.24 0.911 0.337 0.309 B 182

2 12-1175 Il 圷 11 0.914 0.234 1.46 0.891 0.07 0.363 D 124

3 12-1176 11 11 11 0.494 0.513 3.66 0.391 0.496 0.277 E 87

4 12-1177 11 11 11 0.593 0.153 2.13 0.485 0.487 0.166 C 180

5 12-1178 11 皿 11 1.400 0.344 1.79 0.571 0.685 0.409 未分類 116

6 12-1179 Il 11 11 0.475 0.477 3.75 0.391 0.503 0.253 E 123

7 12-1180 11 11 Il 0.743 o.lso 1.57 0.784 0.731 0.244 未分類 139

8 12-1181 11 11 11 0.546 0.136 2.11 0.520 0.508 0.210 C 138

9 12-1182 Il 圷 中世後半 0.745 0.090 1.16 0.872 0.375 0.235 B 118

10 12-1183 11 11 11 o.70a 0.126 0.99 0.793 0.460 0.318 B 179

11 12-1184 Il Il 11 0.757 0.123 1.12 0.866 0.504 0.284 B 181

12 12-1185 !/ 11 11 0.723 0.102 1.07 0.928 0.376 0.225 B 278

13 12-1186 11 皿 11 0.737 0.128 1.46 0.834 0.444 0.187 B 106

14 i2-11s7 11 /! 11 0.835 0.171 1.40 0.810 0.597 0.400 D 109

15 12-1188 11 11 11 0.908 0.136 1.40 0.921 0.538 0.233 D 108

16 12-1189 11 11 11 0.750 0.083 1.25 0.916 0.306 0.217 B 205

17 12-1190 11 n 11 0.643 0.138 1.43 0.812 0.419 0.321 B 272

18 12-1191 11 li ノ1 .0.697 0.099 1.18 0:810 0.440 0.269 B 274

19 12-1192 11 11 11 0.607 0.141 1.26 0.696 0.565 0.281 C 27?

20 12-1193 11 11 11 0.667 0.641 1.52 0.619 1.060 0.301 未分類 京都系? 132

21 12-1194 Il 11 11 0.754 0.073 1.12 o.sao 0.366 0.199 B 京都系 110

22 12-1195 Il u 11 0.730 0.117 1.07 0.827 0.438 0.379 B 京都系? 206

23 12-1196 〃 甕 中世前半 0.722 0.176 1.39 0.941 0.417 0.342 B 137

24 12-1197 Il こね鉢 11 0.569 0.157 1.38 0.792 0.325 0.232 B 133

25 12-1198 /! !1 11 0.544 0.150 1.57 0.814 0.313 0.284 B 199

26 12-1199 11 羽釜 11 0.347 0.619 2.78 0.361 0.537 0.311 E 83

2? 12-1200 11 鍋 Il 0.624 0.235 1.05, 0.848 0.434 0.245 B 120

28 12-1201 11 Il 11 0.762 0.234 1.23 1.100 0.362 0.321 B 197

29 12-1202 11 揺鉢 Il 0.976 0.197 1.82 1.010 0.322 0.242 未分類 97

30 12-1203 瓦質土器 鍋 中世後半 0.610 0.167 1.36 0.910 0.372 0.253 B 114

31 12-1204 11 1! p 0.761・ ・ 0.203 2.02 1.050 0.248 0.310 B 94

32 12-1205 11 // 11 0.680 0.261 1.57 0.952 0.310 0.304 B 101

33 12-1206 n 11 11 0.637 0.166 1.40 0.895 0.373 0.282 B 134

34 12-1207 // 11 11 0.636 0.102 1.46 1.050 0.262 0.142 B 135

35 12-1208 u 11 11 0.716 0.183 1.52 1.060 0.338 0.239 B 111

36 12-1209 11 Il 11 0.710 0.176 1.70 1.080 0.374 0.243 B 112

37 r2:一1210 11 Il 11 0.598 0.133 1.68 0.831 0.324 0.208 B 176

38 12-1211 11 Il 11 0.686 0.133 1.28 0.902 0.266 0.180 B 198

39 12-1212 11 Il 11 0.587 0.148 1.69 0.912 0.258 0.181 B 193

40 12-1213 11 11 11 0.704 0.149 2.10 1.020 0.267 0.200 B 195

41 12-1214 11 11 11 0.690 0.069 1.13 1.010 0.214 0.099 B 196

42 12-1215 Il 11 11 0.696 o.ioo 1.14 1.070 0.294 0.145 B 194

43 12-1216 11 11 11 0.537 0.148 1.25 o.77s 0.286 0.274 B 285

44 12-1217 11 揺鉢 11 0.674 0.166 1.42 1.020 0.308 0.210 B 136

45 12-1218 11 11 11 0.623 0.188 2.01 0.889 0.252 0.362 B 202

46 12-1219 〃 11 11 0.657 0.138 1.42 1.140 0.259 0.184 B 200

47 12-1220 11 11 11 0.645 0.215 1.34 0.958 0.488 0.355 B 201

48 12-1221 11 11 11 0.565 0.126 1.46 0.837 0.389 0.207 B 286

49 12-1222 いぶし瓦 中世～近世 0.681 0.073 2.76 0.722 0.240 0.143 A 一

50 12-1223 11 11 0.704 0.060 1.92 0.811 0.290 0.199 A
一

51 12-1224 /! 11 0.640 0.054 1.80 0.752 0.299 0.125 A 一

52 12-1225 11 11 0.715 0.047 2.07 0.805 0.238 0.180 A 刻印あり 163

53 12-1226 11 11 0.553 0.064 1.70 0.615 0.310 0.155 A 一

54 12-1227 11 11 0.617 0.053 1.67 0.734 0.336 0.201 A 一

55 12-1228 11 16C末 ～17C前 半 0.627 0.075 1.46 0.736 0.458 0.219 A 171

56 12-1229 11 11 0.633 0.070 1.99 0.728 0.453 0.206 A 173

57 12-1230 11 Il 0.688 0.075 2.81 0.711 0.253 0.190 A 172

58 12-1231 Il 11 0.563 0.081 1.62 0.595 0.312 0.140 A 175

59 12-1232 u Il 0.596 0.089 2.29 0.607 0.319 0.141 A 174

60 12-1233 11 18C後 半 0.618 0.070 1.78 0.742 0.435 0.217 A 刻印あり 262

61 12-1234 11 11 0.709 0.040 2.28 0.805 0.225 0.092 A 線刻文あり 261

62 12-1235 11 Il 0.571 0.056 2.14 0.442 0.268 0.106 未分類 一

63 12-1236 11 11 0.544 0.031 1.55 0.686 0.221 o.oso A 一

64 12-1237 ノ1 11 0.721 0.071 2.24 0.782 0.289 〇二195 A 刻印あり 260

65 12-1238 11 11 0.740 0.063 , 2.12 0.799 0.282 0.207 A 『

66 12-1239 11 11 0.743 0.050 2.27 0.773 0.270 0.153 A 一

67 12-1240 11 11 0.664 0.036 2.95 0.685 0.193 0.145 A 一

68 12-1241 赤瓦 近世後半～近代 0.563 0.042 2.99 0.623 0.212 0.076 A 284

69 12-1242 粘土A 0.563 0.084 1.54 0.700 0.356 0.122 A 一

70 12-1243 粘土B 0.540 0.099 1.59 0.603 0.316 0.103 A 一

71 12-1244 粘土C - 0.640 0.172 2.01 0:600 0.541 0.256 C 一

72 12-1245 粘土D 0.795 0.121 1.72 0.886 0.463 0.261 B 一

73 12-1246 粘土E 0.783 0.128 z.2s 0.835 0.442 0.233 B 一

74 12-1247 粘土F 0.711 0.226 5.45 0.599 0.310 0.144 A(?) 一

75 12-1248 粘土G 0.612 0.059 1.86 0.641 0.263 0.137 A 一

サンプル粘土採取場所 1地 点上部(粘 土A)、 下部(粘 土B)

II地点(粘 土C、3-P626の 底)

皿地点上部(粘 土D)、 中部(粘 土E)、 下部(粘 土F)

IV地 点(粘 土G、 皿地 点に近接)
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喜時雨遺跡出土のサヌカイ トおよび安山岩製遺物の原材産地分析

藁科 哲男

(京都大学原子炉実験所)

は じめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かっ定量的に推定 し、古代の交流、交

易および文化圏、交易圏を探 ると言 う目的で、蛍光X線 分析法によ りサヌカイ ト・安山岩および黒

曜石遺物の石材産地推定を行なっている1・2・3)。地質時代に自然の力で移動 した岩石の出発露頭 を

元素分析で求めるとき、岩石と露頭原石の組成が一致すれば、その露頭か ら流れた岩石であると言

うことは、地形の復元などを自然法則に従つて行 うことにより流れたルー トが証明できる。産地分

析では 『石器 とある産地の原石が一致 したからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、一

致しなかった場合そこの産地のものでないと言い切れ る』が大原則である。人が移動 させた石器の

組成 とA産 地原石の組成が一致 したからと言って、産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、

移動ルー トが自然の法則に従って証明できず、その石器がA産 地の原石と決定することができない。

従って、石器原材 と産地原石が一致 したことが、直ちに考古学の資料 とな らない、確かにA産 地と

の交流で伝播 した可能性は否定できなくなったが、B、C、Dの 産地でない との証拠がないために、

A産 地だ と言い切れない。A産 地と一致 しなかった場合、結果は考古学の資料 として非常に有用で

ある。それは石器に関してはA産 地と交流がなかったと言い切れる。考古学は、様式が一致す ると

言 う結果が非常に重要な意味があ り、見える様式としての形態、文様、見えない様式 として土器、

青銅器、ガラスなどの素材があり一致すると言 うことは古代人が意識 して一致 させた可能性があ り、

一致すると言 うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果

である。地質など自然科学の場合は、 自然科学的方法(物 理 ・化学的方法)に 従って、産地を特定

す るが、分析装置を使用すれば科学的分析 と誤解 している科学者がみ られるが、装置は物差しにす

ぎず、得 られた結果を自然の法則に従って処理 し産地を特定 しなければならない。考古学者は考古

学を基準にして、例えば産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルー ト上に位置す る。または原産

地地方との交流が石器以外の他の遺物で証明されているなどの条件を考えて、石器の石質 と一一致す

る最も近い産地の原石を肉眼観察を基準にして推測する。.この結果が信用 される場合は、石質の一

致よりも、産地 との交流を推測 しても考古学条件に無理がないためである。これは、遺跡から50

0Km以 上離れた産地の石材が石器 と一致 しても、遠距離の産地を言わず、近 くの一致 した産地 し

か言わないことから分かる。従って、実際に遠距離から伝播 した原材でも、近 くの産地のものとし

て処理 している。 日本中の産地の石材を観察すると、とても肉眼観察で産地を特定す ることはでき

ない と思 う。また地質学者に聞いても、肉眼観察で産地など特定できないと言 う人が多い。石器原

材の岩石名、産出産地を述べる場合客観的なデータに基づいて決定 した結果を記 さなければ、報告

書全体が正確 さを欠 くように思われ る。黒曜石、サヌカイ ト、ガラス質安山岩などの主成分組成は、

原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物 として含有 される微量成分組成には異同があると考

えられるため、微量成分を中心に元素分析を行ない、これを産地を特定する指標 とした。分類の指
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標 とする元素組成を遺物について求め、あらか じめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析 して求め

ておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを対比 して産地を推定する。この際

多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属 され る確率を求めて産地を同定する。 蛍光X線 分析法

は試料を破壊せずに分析することができて、.かつ、試料調整が単純、測定の操作 も簡単である。石

器のような古代人の 日用品で多数の試料を分析 しなければ遺跡の正 しい性格が分からないとい う場

合にはことさら有利な分析法である。今回分析 した遺物は島根県鹿足郡津:和野町に位置する喜時雨

遺跡出土のサヌカイ ト、安山岩質製石器の合計4個 で、産地分析の結果が得 られたので報告する。

サヌカイ ト原石の分析

サヌカイ ト原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出 し、塊状の試料を作 り、エネルギー分散型蛍光

X分 析装置によって元素分析を行な う。分析元素はAl、Si、K、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zr、

Nbの12元 素をそれぞれ分析 した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量

の比を取 り、それでもって産地を特定する指標 とした。サヌカイ トでは、K/Ca、Ti/Ca、Mn/Sr、Fe

/Sr、Rb/Sr、Y/Sr、Zr/Sr、Nb/Srの 比量を指標 として用いる。サヌカイ トの原産地は、西 日本に集

中してみられ、石材 として良質な原石の産地および質は良くないが考古学者の間で使用されたので

はないかと話題に上る産地、および玄武岩、ガラス質安山岩など、合わせて32ヶ 所の調査を終え

ている。図1に サヌカイ トの原産地の地点を示す。このうち、金山 ・五色台地域では、その中の多

く地点からは良質のサヌカイ トおよびガラス質安山岩が多量に産出し、かつそれ らは数ヶの群に分

かれる。近年、丸亀市の双子山の南嶺から産出するサヌカイ ト原石で双子山群を確立 し、またガラ

ス質安山岩は細石器時代に使用された原材で善通寺市の大麻山南か らも産出 している。これ らの原

石を良質の原石を産出する産地および原石産地不明の遺物を元素組成で分類すると90個 の原石群

に分類でき、その結果を表1に 示した。香川県内の石器原材の産地では金山 ・五色台地域のサヌカ

イ ト原石を分類すると、金山西群礼金山東群、国分寺群、蓮光寺群、白峰群、法印谷群の6個 の群、

城山群および双子山群に、またガラス質安山岩は金山奥池 ・五色台地区産は五色台群の単群 に、大

麻山南産は大麻山南第一、二群の2群 にそれぞれ分類 され区別が可能なことを明らかにした。

結果 と考察

遺跡か ら出土 した石器、石片は、風化のためサヌカイ ト製は表面が白っぽく変色 し、新鮮な部分

と異なった元素組成になっている可能性が考えられる。このため遺物の測定面の風化 した部分に、

圧縮空気によってアル ミナ粉末を吹きつけ風化層を取 り除き新鮮面を出 して測定を行なった。一方

黒曜石製のものは風化に対 して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにすぎないため、表面

の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。産地分析で水和層の影響は、

軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほとんど見られない。Ca/K、Ti/Kの 両軽元素比

量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析 を行った場合同定 され る原産地に差は

ない。他の元素比量についても風化の影響を完全に否定す ることができないので、得 られた確率の

数値にはや ㌧不確実 さを伴 うが、遺物の石材産地の判定を誤 るようなことはない。

今回分析 した喜時雨遺跡から出土したサヌカイ ト製石器の分析結果を表2に 示 した。石器の分析

結果か ら石材産地を同定するために数理統計の手法を用いる。例えば分析番号66903番 の遺物ではK

/Caの 値は1.043で 、飯山群の[平 均値]±[標 準偏差値]は 、1.116±0.061で ある。遺物と原石群

の差を標準偏差値(σ)を 基準にして考えると遺物は原石群か ら1.2σ離れている。 ところで冠山地
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図1サ ヌカイ ト及びサヌカイ ト様岩石の原産地



区の飯山原産地から100ヶ の原石を採ってきて分析すると、平均値から±1.2σ のずれより大きいも

のが23個 ある。すなわち、この遺物が飯山群の原石から作 られていたと仮定 しても、1.2σ 以上離れ

る確率は23%で あると言える。だか ら、冠高原群の平均値から1.2σ しか離れていないときには、こ

の遺物が飯山群の原石か ら作 られた ものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を冠山

地区の冠高原産地の原石に比較すると、冠高原群の平均値か らの隔た りは、約18σ である。 これを

確率の言葉で表現すると、冠高原群の原石を採ってきて分析 した とき、平均値か ら18σ 以上離れて

いる確率は、千兆の千倍分の一であると言える。 このように、千兆の千倍個に一個 しかないよ うな

原石をたまたま採取して、この遺物が作 られたとは考えられないか ら、この遺物は、冠高原群の原

石から作 られたものではないと断定できる。 これ らのことを簡単にまとめて言 うと、 「この遺物は

飯山群に23%で 帰属 され、信頼限界の0.1%を 満た していることか ら飯山原産原石が使用 され

いると同定 され、さらに冠高原群に対 しては千兆の十倍分の一%の 低い確率で帰属 され、信頼限界

の0.1%に 満たないことか ら冠高原産原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地(飯 山産

地)と 一致 したからと言って、例え飯山群 と冠高原群の原石は成分が異なっていても、分析 してい

る試料は原石でなく遺物でさらに分析誤差が大きくなる不定形(非 破壊分析)で あることから、他

の産地に一致 しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致す る可能

性は推測 される。即ちある産地(飯 山群)に 一致 したと言っても一致 した産地の原石 とは限 らない

ために、帰属確率による判断を表1の90個 すべての原石群について行ない、低い確率で帰属 され

た原石群を消 していくことにより、はじめて飯山原産地の石材の塗が使用 されていると判定 される。

実際はK/Caと いった唯1ヶ の変量だけでなく、前述 した8ヶ の変量で取 り扱 うので変量間の相関を

考慮 しなければならならい。例えばA原 産地のA群 で、Ca元 素 とRb元素 との間に相関があ り、Caの

量を計ればRbの量は分析 しなくても分かるようなときは、A群 の石材で作 られた遺物であれば、A

群と比較 したとき、Ca量 が一致すれば当然Rb量 も一致するはずである。 したがって、もしRb量だけ

が少 しずれている場合には、この試料はA群 に属 していないと言わなければならない。 このことを

数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮 した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を

求めて行な うホテ リングのT2検 定である。 これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて産

地を同定する4・5)。産地の同定結果は1個 の遺物に対してサヌカイ ト製では90個 の推定確率結果

が得 られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産

地の推定確率は紙面の都合上記入を省略 しているが、これ ら産地の可能性が非常に低いことを確認

したとい う非常に重要な意味を含んでいる、すなわち、広島県飯山原産原石 と判定された遺物につ

いて、佐賀県多久産原石、奈良県二上山産、香川県金山産などの原石の可能性を考える必要がない

結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表3に 記入 した。原石群を作った原石試料は直径

3cm以 上であるが、多数の試料 を処理するために、小さな遺物試料の分析に多 くの時間をかけら

れない事情があり、短時間で測定を打ち切る。このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差

範囲が含まれ、 ときには原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。 したがって、小 さ

な遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0.1%に 達 しない確率を示す場合が

比較的多くみられる。この場合には、原石産地(確 率)の 欄の確率値に替えて、マハラノビスの距

離D2の 値 を記 した。この遺物については、記入 されたD2の 値が原石群の中で最 も小 さなD2値 で、

この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成 と似ていると言えるため、推定確率は低い

一57一



が、そこの原石産地 と考えてほ ゴ間違いないと判断されたものである。今回分析 した喜時雨遺跡の

遺物の中で原石産地が明 らかにできた遺物は、分析番号66903番 で飯山群(旧H遺 物群)同 定 された

ナイフ形石器様遺物で、このサヌカイ ト原石は、冠 山地域の針山 ・飯山地区で採取される原石で大

部分は飯山群にまとま り、他に冠高原スキー場一帯か らの原石は冠高原群に、また頓原冠ハイツ地

域の沢で採取 され る原石は冠山東群にまとまることが明 らかになっている。広島県埋蔵文化財セン

ターが調査した、冠山地域の半蔵地区で採取 された原石の中の8個 が未知の組成原石であることが

明らかにな り、半蔵群が作 られた。 これ ら冠山地域の原石の中で、最も緻密でガラス的な原石が飯

山群のサヌカイ トで、特に旧石器末から縄文時代前期に多用された可能性を推測 している。分析番

号66900、66902番 のスクレーパーの遺物は表1に 調査 した以外の原石産地の可能性が推測 される。

これら産地不明の遺物の分析場所を変えながら測定 し、喜時雨遺物群を作った。喜時雨遺物群 を作

った遺物の風化層はサヌカイ ト製遺物に比較 して厚いが、風化層と新鮮面の境界が明確で圧縮空気

によってアル ミナ粉末を吹きつけ風化層を取 り除き新鮮面が得 られる。 しか し、分析番号66901番 の

・大型打製石包丁は風化層 と新鮮面の境界が不明確で内部に徐々に厚く風化が進行 していて
、表面か

ら何mmま で風化 しているのか、新鮮な部分が分析 されていない可能性 も推測される。従って、この

遺物で遺物群 をつくることができなかった。今後、喜時雨遺物群の原石産地を発見すること、また、

喜時雨遺物群が他の遺跡で使用 された時期 と広 さ、および他のサヌカイ ト原石 との使用の組み合わ

せなどを遺跡間で比較することにより、遺跡間の共通性とか違いなどを考究する貴重な資料の一っ

となることから、本遺跡を中心とする地方から出土す る遺物の産地分析結果を積み上げることが重

要である。

参考文献

1)藁 科哲男 ・東村武信(1975),蛍 光X線 分析法 に よるサ ヌカイ ト石器 の

原 産地推定(II)。 考古学 と自然科学,8:61-69

2)藁 科哲男 ・東村武信 ・鎌i木義 昌(1977),(1978),蛍 光X線 分析法 による

サヌカイ ト石器 の原産地推定(III)。(IV)。 考古学 と自然科学,

10,11:53-81:33-47

3)藁 科哲男 ・東村武信(1983),石 器原材の産地分析。考古学 と自然科学,

16:59-89

4)東 村武信(1976),産 地推定 にお ける統計的手法。考古学 と自然科学,

9:77-90

5)東 村武信(1980),考 古学 と物理化学。 学生社

一58一



表1-1各 サ ヌ カ イ トの 原 産 地 に お け る 原 石 群 の 元 素 比 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 値

原 産 地 分 析 元 素 比

原 石 群 名 個 数K/CaTi/CaMn/SrFe/Sr
、Rb/SrY/SrZr/SrNb/SrA1/CaSi'/Ca

北 海 道'イ トム カ46.0.359±0.0200.430±0.Ol40.081±0.0065.884±0.2230.166±0.OIlO.120±0.Ol30.883±0.0300.Ol5±0.0130.Ol3±0.0010.137±0.007

旭 山800.351±0.0110.288±0.OlO .0.089±0.0055.064±0.1400.174±0.OllO.096±0.0090.903±0.0290,015±0.Q120.OI5±0.0010.141±0.005

群 馬 県 荒 船 山430.194±0.0700.360±0.0280.129±0.Ol49.205±L1530:0so±0.0340.085±0.0140.458±0.0820.009±0.OlOO.013±0.0210.123±0.032

長 野 県 八 風 山460・274±0・0280・324±0・OlOO・090±0・008・4・905±0・5050・104±0・0σ90・100±0・0090・581±0・0330・Ol2±0・0090・Ol8±0・ σ020・issｱo・Ol4

神 奈 川 県 ・ 火 打 沢400.092±0.0050.285±0.0090.166±0.00912.406±0.3320.023±0.0060.111±0.0080.483±0.0230.005± .0.0070.012±0.001・0.012±0.001

岐 阜 県 下 呂93L576±0.0550.227±0.0110♂038±0.0040.766±0.0250.277±0.0200.031±0.0130.504±0:0240.035±0.0090.052±0.003 .0.660±0:025

奈 良 県 二 上 山510.288±0.ono,0.215±0.0060.071±0.0064.629±0.2700.202±0.Ol20.066±0.0090.620±0.0220.024±0.OlOO.019±0.0010.144±0.005

大 阪 府 ・和 泉260.494±0.0230.325±0.0250.056±0.0044.060±0.1480.296±0.0210.065±0.OlOO.706±0.0250.038±0.OlO.0.023±0.0010.194±0.009

兵 庫 県 岩 屋 第 一280.616±0.0210.254±0.0120.057±0.0053.610±0.1890.365±0.0190.056±0.Ol20.846±0.0260.027±0.Ol70.018±0.001.0.186'±0.007
〃 第 二240 .535±0.0200.263±0.0050.053±0.0053.438±0.1030.340±0.0150.042±0.Ol21.069±0.0300.'026±0.Ol40.017±0.0010.173±0.008

甲 山220。300±0.Ol7・ ・0.154±0.0050.056±0.0073.350±0.2610.130±0.Ol20.061±0.0330.574±0.021 .0.Ol2±0.0070.018≠0.001.0. .159ｱ0.008

i香 川 県 五 国 分 寺28.0.457±0.Ol10.251±0.0070.053±0.0053.574±0.1220.311±0.Ol90.043±0.Ol60。970±0.0330.038±0.0150.015±0.0010.149±0.005
C11色 蓮 光 寺180 .459±0.Ol20.249±0.0080.053±0.0053.518±0.1290.308±0.Ol90.043±0.Ol50.972±0.0370.034ｱ0.0090、Ol6±0.0010.150±0.004

1・ 台 泉 印 馨51258:534397圭8:0150098:262239圭8:0050048:053ｱaos9ｱo:0050051:376619圭8:1081278:340277圭1:0140128:040059圭8:0isofz}:071145圭8:0510291:032031圭8:0110138:8};圭8:0010018:173130圭8:007004

金 金'山 東 『240.488±0.0120.222±0.0040.079±0.0054.617±0.1260.316±0.0170.057±0.0111.186±0.033.0.020±0.0150.OI7±0.0010.155±0.005

山 〃 西190.406±0.0090.216±0.0050.082±0.0054.808±O.1250.292±0.Ol70.064,±0.0111.059±0.0250.020±0.0110.015±0.0010.133ｱ0.006

城 山630.402±0.0110.216±0.0060二 〇79±0.0064.741±0.138'0.289±0.Ol40.068±0.Ol6LO65±0.0260.021±0.0140.Ol3±0.・0010.116±0.003

双 子 山540.350±0.0070.233±0.0050.074±0.OO64.898±0.1690.261±0.Ol20.061±0.0141.093±0.0350.023±0 。Ol60.011±0.0020.105±0.004

*五 色 台 ・63・ ・869± …48
.・・12・± ・…6…23± ・…52・294± ・・ll4・.484± ・.・26・.・ ・6± ・.・ll・.7・5± ・.・44・.・43± ・.・11・.・39± ・.・・3・.459ｱ・.・28

*大 麻 山 南 第 一390.705±0.0690.146±0.0080.040±0.oos2 .837±0.1890.473±0.σ500.023±0.Ol50.941±0.0520.028±0.0210.020±0.0020.251±0.024

*〃 第 二341.006±0.0320.119±0.0050.032±0.0072.396±0.0990 。693±0.0270。Ol4±0.0260.768±0.0270.031±0.0230.027±0.0020.350±0 .Ol2

愛 媛 県 ●'中 井 谷40'0・458± …41・ ・374±0・0・70・ ・73±0・0・95:16・ ± ・・1570・393±0・022q二1・8± …171・473± …510・037±0.0210.・20±0 .0・80.219±0.・09

鳥 取 県 馬 ノ 山'230.188±0.0070.178±0.0060.011±0.0010.916±0.0330.032±0.0020.001● ±0.0020.177±0.0090.004±0.0020 .015±0.0010.ll1±0.005

広 島 県 冠 冠 高 原 ・'600.651±0.0210.485±0.OI40.046±0.0043.322±0.1040.174±0.0090.029±0.009. .0.462±0.Ol70.185±b.0100.025±0.0020.241±0.Ob8

半 蔵450・277±0.0100・345±0.0080.Ol9±0.0021.604±0.0570.039±0.Ol50.008±o.oo"sO.368±0.Ol20。026±0.0060.019±0 .0010:171±0.006

山.1蓑 山・ 蕃2925?:323116圭8:0190618:363472圭8:031022.8:019037圭8:00100512:60?228圭8:8§800:059245圭8:8??8:003023圭0:0050.0098:399524圭8:0430148:025246圭8:00901300:021038圭8:0010038:171391圭8:00sO21



表1_2各 サ ヌ カ イ トの 原 産 地 に お け る 原 石 群 の 元 素 比 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 値

原 産 地 分 析"元i素 ・比 で

原 石 群 名 個 数K/CaT .i/CaMn/SrFe/SrRb/S,rY/SrZr/SrNb/SrA1/CaSi/Ca

福 岡 県 八 昭 和 池 第 一・501.825±0.0410.644±0.0240.053±0.0072.125±0.0630.453±0.Ol90.107±0.Ol7L477±0.0490.044±0.0220。050±0.0030・500±0・Ol2

女 〃,第 二501.592±0.0660.609±0.0200.061±0.0053.075±0.1230.534±0.0390.lll±0.020L671±0.1340・049±0・0120・042±0・0030・419±0・014

市 〃 第 三503.144±0.0690.724±0.0360.073±0.0092.919±0.0990.925±0.0480.181±0.0262.820±0.1140・072±0・0200・074±0・02600817±0・040
〃 第 四501。922±0.1080。681±0.0500.064±0.0053.023±0.1030.607±0.033ρ.122±0・Ol71・887±0・0980・050±0・0150・050±0・0040・499±0・018

佐 賀 県.多 久 第 一530.831±0.0470.404±0.0130.056±0.0074.718±0.2250。510±0.0370・062±0.Ol90・850±0・0330・222±0・Ol80・Ol6±0・0030・201±0・011
〃 第 二230.834±0.0550.396±0.Ol60.065±0.OlO5.342±0.3170.566±0.0470.081±0.0280.866±0.0460.242±0.0230・Ol6±0・0050・202±0・Ol4

〃 第 三81。097±0.2320.350±0.0280.065±0.Ol44.498±0.9030.701±0.084 .0.084±0.0250.828±0.0520.239±0・Ol90・021±0・0030・263±0・046

梅 野421.287±o.0510.340±o.ol30.058±o.0103..643±o.2250.784±o.0300.081±o.0220.824±o・0330・265±o・0320・038±o・oogo・458±o・050

老 松 山620.705±0.0340.314±0.0110.067±0.0095.323±0.2440.543±0.0360.075±0.0210.691±0.0340.208±0。0230・Ol4±0.0020・174±0・007

寺 山 ・岡 本300.629±0.0430.310±0.0100.070±0.0085.600±0.3230.489±0.0290.066±0.Ol70.644±0.0320.192±0.0180.Ol3±0.00LO.157±0.OlO

西 有 田 ・17.'0.453±0.Ol90。331±0.0050.098±0.0107.489±0.2490.307±0.0240.081±0.Ol50.568±0.0230.106±0.0100.023±0.0020.237±0.Ol6

松 尾 転 礫470。717±0.036〆0.410±0.Ol20.081±0.0065.312±0.241・0.383±0.0240.094±0.Ol30.810±0.0390.095±0.0230.028±0.0270.291±0.Ol4

松 尾 第 二400.970±0.0320.330±0.0090.066±0.0073.683±0.1220.431±0.0210.077±0.0160.554±0.0230.llO±0.0210.034±0.0030.377±0.Ol2

椎 葉 崖 第 一420.822±0.0270.369±().0100.065±0.0073.888±0.2360.392±0.0210.076±0.Ol80.540±0.0490.089±0.0200.027±0.0090.330±0.σ13

〃 第 二410。675±0.0160.390±0.OlOO.073±0.0074.666±0.2180.346±0.021●0.078±0.Ol20.582±0.0650.087±0:0130.024±0.0070.280±0.011

(よ ・.//11舞;茜12378:1麗 圭0:0110.0148:401409圭8:0070108:07sono圭8:8}855:271176圭8:1892028:296399圭8:0190208:075092圭8:0150158:587807圭8:0240278:075096圭8:0090238:022029圭8:0020038:227302圭8:009010
0

1長 崎 県'大 喝 串281」11±0.ll80.140±0.0090.055±0.0201。650±0.2360.236±0。0430.041±0.0270.486±0.0380.082±0.0220.050±0.0060.607±0.059

亀 岳191.072±0.0420.144±0.0080.041±0.006L776±0.1520.233±0.0140.Ol5±0.Ol30.497±0.Ol80.065±0.Ol50.049±0.0030.587±0..Ol8

牟 田 第 一.300.784±0.0920.345±0.0260.069±0.0084.561±0.2360.875±0.1320.220±0.0280.727±0.0530。299±0.0390.015±0.0030:188±0.021

〃 第 二13'o.594±o.0480.328±0.ol30.088±o.OlO7.759±o.4111.114±0.1040.348±0.0310.989±0.0710.496±o.0410.Ol2±o.0010.144±o.olo

川 棚 第 一590.498±0.0300.302±0.Ol10.067±0.0054.225±0.1810.220±0.0180.076±0.OIOO.814'±0.0480.035±0.0120.Ol2.±0.0020.133±0.008

〃 第 二90.406±0.0480.265±0.0270.071±0.00448543±0.3740.203±0.0290.081±0.Ol20.714±0.0480.034±0.Ol70.OI1±0.0010.109±0.OI1

福 井 第 一150.630±0.Ol20.329±0.0050.090±0.0117.531±0。3151.211±0.0400.365±0.035LO28±0.0470.534±0.0330.Ol3±0.0010.X54±0。Oo3

〃 第 二250.512±0.Ol40.317±0.0080.084±0.01'17.157±0.312 .0.941±0.0370.301±0.0270.874±0.0430.431±0.03琴0.011±0.0020.126±0.004

崎 針 尾 第___..68・0.382±0.0260.252±0.0230.052±0.0064.106±0.2270.160±0.0180.057±0.0090.434±0.0390、056±0.OllO.010±0.001.0.107±0.007

〃 第 二140.599±0.r150。373±0.0450.073±0.Ol45。167±0.7490.320±0.058"0.077±0.Ol60.650±0.0840.086±0.0270。Ol5±0.0020.163±0.031

駒 崎 鼻420.642±0.0710.310±0.oioO.070±0.oog5.529±0.3540.498±0.0510.081±0.0150.656±0.0390.200±0.0280.022±0.006・0.246±0.023

熊 本 県 阿 蘇 第 一152.006±0.2580.646±0.0520.064±0.011.2.085±0.3200.481±0.0680.106±0.0281.647±0.1970.063=』0.Ol20.057±0.OlOO.597±0.099

〃 第 二14
.0.993±0.1980.514±0.0700.061±0.0083.087±0.4410.299±0.0660.064±0.Ol31.043±0.1820.038±0.Ol30.032±0.0050.293±0.041

菊 池420.678±0.0570.458±0.0200.062±0.0053.457±0.2060.194ｱ0.0180.072±0.0090.728±0.0540。025±0.0100.019±0.0020.185±0.Ol5

JG一 一1a)・561.327±0.0210.266±0.0060.058±0.0062.817±0.0740.756±0.Ol50.183±0.0240.762±0.0330.078±0.Ol40。036±0.0030.448±0.011'

平 均 値 ± 標 準 偏 差 値 、*;ガ ラ ス 質 安 山 岩a):Ando,A.,Kurasawa,H.,Ohmori,T.&Takeda,E.(1974).1974compilationofdataontheGS∫geochemicalreferencesamples

JG-1granodioriteandJB-1basalt.GeochemicalJournalVo1.8175-192.



表1
.一3原 石 産 地 不 明 の 組 成 の 似 た 遺 物 で 作 られ た 遺 物 群 の 元 素 比 の 平 均 値 と 標 準 偏 差 値

遺 跡 名 隔 分 析''".元 素 比 … 一'…

遺 物 群 名 個 数 ・K/CaTi/CaMn/SrFe/SrRb/SrY/SrZr/SrNb/SrAl/CaSi/Ca

北 海 道 頭 無 川 遺 物 群350.352±0.0290.291±0.oilO.q94±0.0125.376±0.721.0.170±0.Ol50.103±0.Ol60.874±0.101'0.Ol8±0.Ol10.Ol7±0.0210.156±0.090

石 川 県 酒 見 遺 物 群 ・390.476±0.Ol60.596±0.Ol2 .0.097±0.0535.229±0.1680.160±0.OIOO.110±0.0151.282±0.0330.031±0.0080.025±0.0170.228±0.075

岐 阜 県 野 笹No.261他 群56響0.632±0.0320.393±0.Ol30.045±0.0052.234±0.0700.170±0.0090.046±0.0121.030±0.0410.029±0.0060.022±0.0020.213±0.010

野 笹No.271他 群350.407±0.0100.304±0.0050.040±0.0051.882±0.0410.089±0.0050.033±0.0050.671±0.030・0.023±0.0050.Ol8±0.0020.177±0.006

野 笹No.282他 群330.799±0.0090.512±0.OlOO.050±0.0052.540±0.0960.221±0.OI40.077±0.Olll.213±0.0390.034±0.007・0.026±0.0020.240±0。009

野 笹No.289他 群32`3:515±0.1341.068±0.0470.149±0.0236.620±0.4530.617±0.0410.210±0.0321.330±0.067・0.158±0.0270.167±0.Ol52.525±0.081

野 笹No.262群400.384±0.0040.318±0.0060.057±0.0052.356±0.0680.102±0.0070.051±0.0070.651±0.0220.022±0.0050.Ol7±0.0020.161±0.004

野 笹No.295群323.584±o.1781.077±p.0580.075±0.ol63.775±o.1530.441±o.024 .o.197±o.ol91.118±o.0530.150±o.0280.183±o.019.2.989±o.159

愛 知 県 朝 日No.7群350.334±0.0040.362±0.0050.067±0.0093.895±0.1500.082±0.0050.044±0.0070.758±0.0440.027±0.0090.Ol7±0.0020 .●147±0.OlO

朝 日No.15群35 .ユ.o±0.0220。582±0.0120.043±0.0054.187±0.1410.477±0.0190.089±0.020'1.722±0.0580.058±0.0260。032±0.0090.557±0.021

よ 大 阪 府 向 出N。.6群3・0.236± 。.。。3。.189± 。.。。3。.。75± 。.0054.966± 。.。89。.194±o.。1。 。.063±1.OllO.588±0.。19。.。10±o.。11。 。。15ｱ0.0。1。.127+0.。 。2

「▲
.嘲 皐呈NoNo:496230308:310333圭8:0030030.2030.229圭0:0030.0038:052066圭8:00400434:734363圭8:0740808:228212圭8:0160148:059066圭8:8}?8:610618圭8:0210198:allolo圭8:0120118:017017圭8:00iOO100:147ｱ0142ｱ0:002002

中 社No.82群300.340±0.0030.226±0.0030.065±0.0054.305±0.0850.208±0.0100.069±0.0090.628±0.Ol50.OlO±0 .OlOO.016±0.0010.136±0.002中 社N
o.86群302.638±0.0570.949±0.0260.025±0.0084.536±0.1050.624±0.0190.139±0 .0271.425±0.0500.059±0.Ol90.097±0.0331.903±0.055中 社
No.89群300.600±0.0050.287±0.0040.046±0.0043 .077±0.0600.363±0.0140.048±0.Ol21.088±0:0220.022±0.0160.028±0.0020.256±0.004

中 社No.104群300.133±0.0020..117±0.0020,095±0.0066.365±0.0980.112±0.0070.044±0.0100.328±0.0200.009±0.0090.011±0 .0010.102±0.002鬼 虎N
o.16群330,361±0.0040.253±0.0040.053±0.0073 .105±0.0700.238±0.iO60.063±0.0140.684±0.0250.027±0.0080.018±0.0010.170±OaOO4

鬼 虎No.17群33.'0。372±0.0040.250±0.0040.049±0.0072.987±0.0600.241±0.0100.056±0.0090.675±0.0240.023±0.0080 .Ol8±0.0010.176±0.005

島 根 県 ・ 平 田 遺 物 群700・211±0・0060・296±0・0070.092±0.0147.108±0.2450.098±0.OllO .071±0.0120.552±0.0380.021±0.0080.013±0.0010.118±0005喜 時 雨 遺 物 群
443・461±0・1772・341±0・1340・158±0・04117 ・661±1・0791・099±0.0480.268±0.0362.124±0 .1060.157±0.0350.116±0.Ol21.201‡0:085

香 川 県 六 ツ 目 遺 物 群300・307±0・0040・258±0・0050.os7±0.0054.736`ｱ0.0960。235±0二 〇100.058±0.0140.840±0 .0230.030±0.0130.Ol6+0.0050.133±0004庵

の 谷 遺 物 群600.684±0.0120.248±0.0060.066±0.Ol24.139±0.1280.429±0.0190 .077±0.0221.178±0.0400.σ58±0.Ol30.025;0.0020.262±0:007

高 知 県 松 ノ 木 遺 物 群
.370・610±0・0170・223±0・0040.797±0.0054.528±0.1200.325±0.0160.063±0.Ol71.151±0.0280.019±0.0140.024±0.0020.193±0.006

注儲 欝 騰 欝瀦 騨 轟 査灘造甥購 麟 響 螺禦o媚め齢 燃 騰懲 購 親麟 斐蹴 纐 を変えて分析した回数をあぢ'VJ70



表2.喜 時 雨 遺 跡 出 土 サ ヌ カ イ ト ・ 安 山 岩 製 石 器 ・ 剥 片 の 元 素 比 分 析 結 果

分 析9元 素 比

番 号K/CaTi/CaMn/SrFe/SrRb/SrY/SrZr/SrNb/SrAl/CaSi/Ca

6690013.3152.2750.16616.0641.0860.2982.0790.2050.096].135

6690112,9299,1010.813'33.4622.6220,6215.5620.4870,4774,537

669023.5992.4410.14616.8451.0760.267 .2.1140.1'690.1161.242

6690311.0430.4630.0391.99ZO.Z590.0400.5100.2190.0310.352

JG-111.3140.2970.0602.7110.7230.1960.7210.0330.0340.438

JG-1:標 準 試 料 一Ando,A.,Kurasawa,H.Ohrnori,T.&Takeda,E.1974compila口onof

dataontheGJSgeochemicalreferencesamplesJG-1granodioriteand

JB-1basalt.GeochemicalJournal,Vol.8175-19Z(1974)

表3喜 時醐 鴬灘 謙 縞 勢岸製碍 ●剥片の原材産地灘 果

分 析

番 号 遺物番号 原石産地(確 率)判 定 遺物器種 時 代

66900図32-167(1区 包含層):喜:時 雨(66%)喜 時雨遺物群 スグレーパー 弥生時代後期?

66901図29-72(2区SD1)・ 不 明 大型打製石包丁 古墳時代前期

66902一 図36-249(5区SI1)喜 時雨(86%)喜 時 雨遺物群 スクレーパー 弥生時代後期後半

66903 .図37-279(5区 包含層)飯 山(47%)冠 山 ・飯山 ナイフ形石器?・ 旧石器時代?

注意:近 年産地分析を行 う所が多くな りましたが、判定根拠が曖昧にも関わらず結果のみを報告される場合があります。

本報告では日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の

異なる研究方法(土 器様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、似た産地名のために同じ結果のように

思われるが、全 く関係(相 互チェックな し)あ.り ません。本研究結果に連続 させるには本研究法で再分析が必要です。

本報告の分析結果を考古学資料 とする場合には常に同じ基準で判定 されている結果で古代交流圏などを考察をする

必要があります。
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津 和 野 町 、喜 時 雨遺 跡 にお ける 自然 科 学 分析

株式会社 古環境研究所

1.喜 時雨遺跡 における トイ レ遺構分析

1.は じめに

トイレ遺構等の糞便の堆積物は、寄生虫卵密度、花粉群集組成、種実群集組成において特異 性を示 し、他

の堆積物 と識別することができる。また、その遺体群集か ら、摂取された食物の種類を探ることも可能であ

る。 ここでは、 トイ レ遺構の可能性が考 えられた土坑底部の試料について、寄生虫卵分析、花粉分析、種実

同定を行い、 トイ レ遺構の可能性について検討を行った。

2.試 料

試料は、中～近世の土坑(4-sxi)の 最下層か ら採取 された堆積物(5層 、暗灰色粘土)で ある。

3.方 法

(1)寄 生虫卵分析

1)サ ンプルを採量する。

2)脱 イオン水 を加え撹搾する。

3)笛 別により大きな砂粒や木片等 を除去 し、沈澱法を施す。

4)25%フ ッ化水素酸を加 え、30分 静置(2、3度 混和)。

一5)遠 心分離(1500rpm
、2分 間)に よる水洗の後、サンプルを2分 する。

6)片 方にアセ トリシス処理を施す。

7)両 方のサンプルを染色後、グリセ リンゼ リーで封入 してプレパラー トを作製す る。

8)検 鏡 ・計数を行 う。

(2)花 粉分析
し

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村(1973)を 参考にして、試料に以下の物理化学処理を施 して行った。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加 え、15分 間湯煎する。

2)水 洗 した後、0.5mmの 筋で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行 う。

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加 えて、30分 放置す る。

4)水 洗 した後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理を施す。

5)再 び氷酢酸を加 えた後、水洗を行 う。

6)沈 渣 に石炭酸 フクシンを加 えて染色 を行い、グリセ リンゼ リーで封入 してプレパ ラー トを作製する。

7)検 鏡 ・計数を行 う。

各処理間の水洗は、遠心分離(1500rpm、2分 間)の 後、上澄みを捨てるとい う操作を3回 繰 り返 して行

った。検鏡は、生物顕微鏡によって300～1000倍 で行 った。

花粉の同定は、島倉(1973)お よび中村(1980)を ア トラスとして、所有の現生標本 との対比で行 った。

結果は同定 レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類 し、複数の分類群にまたがるも

一63一



のはハイフン(一)で 結んで示 した。イネ属については、中村(1974、1977)を 参考にして、現生標本の表

面模様 ・大きさ ・孔 ・表層断面の特徴 と対比 して同定 しているが、個体変化や類似種があることか らイネ属

型 とした。

(3)種 実同定

1)試 料(堆 積物)200ccに 水を加 え放置 し泥化を促す。

2)軟 らかい種実を壊 さないよ うに撹搾する。

3)0.25mm笛 を用いて水洗選別を行 う。

4)残 渣をシャーレに分散 し肉眼および実体顕微鏡で観察 し、同定および計数を行 う。

同定は形態的特徴お よび現生標本 との対比で行い、同定 レベルによって種、属、科などの階級で分類 した。

4.結 果

(1)寄 生虫卵分析

回虫卵がわずかに検出されたが、明らかな消化残渣は検出されなかった。出現 した寄生車卵の学名 と和名、

粒数を表1に 示す。

(2)花 粉分析

1)分 類群

出現 した分類群は、樹木花粉14、 樹木花粉 と草本花粉を含むもの2、 草本花粉15、 シダ植物胞子2形 態の

計33で ある。 これ らの学名 と和名および粒数を表2に 示 し、主要な分類群を写真に示す。花粉数が200個 以

上計数できた試料は、花粉総..を 基数 とする花粉ダイアグラムを示 した。以下に出現 した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、カバノキ属、クマシデ属一アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ

属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属一ケヤキ、エノキ属一ムクノキ、モチノキ属、 トチノキ

〔樹木花粉 と草本花粉 を含む もの〕

クワ科一イラクサ科、マメ科

〔草本花粉〕

イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、 ミズアオイ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、アカザ科 一ヒュ

科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、ササゲ属、アリノ トウグサ属一フサモ属、タンポポ亜科、キ

ク亜科、 ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条=溝胞子、三条溝胞子

2)花 粉群集の特徴

イネ科が優 占し、イネ属型、アブラナ科の出現率もやや高い。他にナデシコ科、ヨモギ属、キンポウゲ属、

カヤツ リグサ科な どが出現する。樹木花粉は低率であるが、マツ属複維管束亜属、コナラ属コナラ亜属が出

現す る。
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(3)種 実同定

1)分 類群

草本11が 同定 された。学名、和名および粒数を表3に 示 し、主要な分類群を写真に示す。以下に主要な分

類群の形態的特徴を記す。

〔草本〕

イネ科Gramineae穎 ・果実

穎は灰褐色～茶褐色で楕 円形を呈す。

果実は黄褐色で円形を呈す。胚の部分は とれていてくぼんでいる。

カヤツリグサ属Cyperus果 実 カヤツ リグサ科

黒褐色～黒色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。

黒褐色で倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。

カヤツリグサ科Cyperaceae果 実

黄褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

コナギMono(カ α由 暇幽刀a」弛Preslvar.PlantagineaSolms-Laub.種 子 ミズアオイ科

淡褐色で楕円形を呈す。表面には縦方向に7～9本 程度の隆起があ り、その間

を横方向の密な隆線が走る。

タデ属Polygonum果 実 タデ科

黒褐色で頂端の尖る広卵形を呈す。断面は三角形、表面には光沢がある。

アカザ属Chenopodium種 子 アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈し、片面の中央から周縁まで浅い溝iが走る。

ヒユ属Amaranthus種 子 ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈 し、一 ヶ所が切れ込み、へそがある。断面は両凸レンズ形である。

タガラシRanunculusscleratus:L.そ う果 キンポウゲ科

黄褐色、扁平、やや レンズ状。側面にしわはないが、滑 らかではない。

カタバ ミ属Oxalis種 子 カタバ ミ科

茶褐色で楕 円形を呈 し、上端がとがる。両面には横方向に6～8本 の隆起が走る。

アブラナ科Cruciferae種 子

茶褐色で楕円形を呈 し、下端にへそがある。表面には長方形 の網 目がある。

タカサブロウEcliptaprostrataL.果 実 キク科

淡褐色～茶褐色で長楕円形を呈洗 上端は円形に突出 し1下 端は切形 となる。表面中央部にいぼ状の突起

がある。断面はひ し形である。

2)種 実群集の特徴

アブラナ科がやや多く、他にカヤツリグサ科、カタバ ミ属、コナギ、タガラシなどが出現する。

5.考 察

中～近世の土坑(4-SX1)の 最下層(5層 、暗灰色粘土)に ついて、 トイレ遺構分析を行った。その結

果、回虫卵が検出されたが、極めて少量であることから、人の居住域周辺における通常の汚染と考えられる。
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また、明 らか な消化残 渣 も認 め られ ない こ とか ら、 同遺構 が トイ レ遺構 で ある可能 性は低 い と考 え られ る・

当時の遺構周辺 で は、水 田稲作 お よびア ブラナ科 な どを栽培す る畑 作が行われ てい た と考 え られ 、周 囲に

はイネ科、 アブ ラナ科 、カ タバ ミ属 ぐカヤ ツ リグサ属 、 コナ ギ、ナ デシ コ科、 ヨモ ギ属 、 キンポ ウゲ属 な ど

の人里植 物や耕 地雑草 が分布 していた と推 定 され る。
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・表1喜 時雨遮跡における寄生虫卵分析結果(ト イレ遺構分析)

分類 群'4-SXl

学 名..和 名5層

Helmin血eggs・'寄 生虫 卵(lcc申)

Ascaris回 虫卵.15

Total.計.15.
'

明 らかな消化 残渣(・)

図1喜 時雨遺跡、4-SX1に おける寄生虫卵 ・花粉ダイアグラム(ト イレ遺構分析)
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表2喜 時 雨 遺 跡 に お け る 花 粉 分 析 結 果(ト イ レ 遺 構 分 析)

分 類 群 ・4-SX1

学 名,和 名5層

Arborealpollen樹 木 花 粉

Tsugaツ ガ 属 ・2

Pinussubgen,Diploxylonマ ッ 属 複 維 管 束 亜 属36

Crypromeria/aponicaス ギ.3

Betale .ヵ バ ノ キ 属1

Carpinus-Ostryajaponicaク マ シデ 属 ・ア サ ダ3

Cascaneacrena[aク リ,.'4

Castanopsisシ イ 属2・

Fagusブ ナ 属 、1 .

Quercussubgen.Lepidobalanusコ ナ ラ 属 コナ ラ 亜 属'15

Quercussubgen,cyolobalaηop諮 コナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属'3

し1]mus-Zelkovaserrate.ニ レ属 ・ケ ヤ キ ..1

.Celtis-Aphanantheaspera.エ ノ キ 属 一ム ク ノ キ1.

11ex・'モ チ ノ キ 属'1

AescuJusturbanato"ト チ ノ キ'・ ・1'

Arboreal・,Nonarborealpollen樹 木 ・草 本 花 粉'

Moraceae・Urdcaceaeク ワ科 ・イ ラ ク サ科'2

Leguminosaeマ メ科 ・'.2

Nonarborealpollen草 本 花 粉

Gramineae・ イ ネ 科 ・ ・183

01・yzatype'イ ネ 属 型 ・ ,81

Cyperaceaeカ ヤ ツ リ'グサ 科'10

Monochorlaミ ズ ア オ イ 属'2

Polygonumsect.Persicariaタ デ 属 サ ナ エ タ デ 節1

RumexO● ギ シ ギ シ 属 ..'1

Chenopodiace¶ae・Amaranthaceaeア カ ザ 科 ・ヒユ 科5

Caryophyllaceaeナ デ シ コ科15'

Ranunculus'キ ン ポ ウゲ 属7

Cruciferae'ア ブ ラナ 科41

V:㎏η8'サ サ ゲ 属 ・1

Haloragis-Myriophyllumア リノ トウ グサ 属 ・フサ モ 属1

Lactucoideae'タ ンポ ポ 亜 科1

Asteroideae .キ ク亜 科3

Ar厩n∫5拍'ヨ モ ギ 属.11

Fernsporeシ ダ 植 物 胞 子

Monolatetypespore単 条 溝 胞 子'3

Trilatetypespore.三 条 溝 胞 子 ・.11

Arboreglpollen樹 木 花 粉74

Arboreal・Nonarborealpollen樹 木 ・章 本 花 粉'4

Nonarborealpollen草 本 花 粉363

Totalpollen花 粉 総 数.441

試 料1cc中 の 花 粉 密度.1.8

4.

×10

Unknownpollen未 同 定 花 粉5

Femspore'シ ダ 植 物 胞 子,14,

表3.喜 時 雨 遺 跡 に お け る 種 実 同 定 結 果(ト イ レ 遺 構 分 析 〉

分 類 群(200cc中)4-SX1

学 名.'『,和 名 部 位 ●5層

Herb'"『 草 本

Gramineae・' .イ ネ 科 果 実(穎)2

qソpe∫u5'カ ヤ ッ リ.グサ 属 果 実13

Cypera㏄aeカ ヤ ツ リグ サ 科 果 実3

MonochoriavaginalisPreslvar.plantagineaSolmsLaub,コ ナ ギ.種 子10

Polygonumタ デ 属 果 実1

Chenopodiumア カザ 属 種 子'2

Amaranthus・ ヒユ 属 種 子2

R朋uculusscelatotusタ ガ ラ シ 果 実9

0xalis・ カ タ バ ミ属 種 子12

Cruciferaeア ブ ラ ナ 科 種 子'.25

EcliptoprosrraraL.・'・ タ カ サ ブ ロ ウ 果 実,1

Tota].合 計80

Unknown・ 不 明 ・0
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II.喜 時雨遺跡における花粉分析

1.試 料

試料は、中世前半の木棺墓(4-SX2)か ら採取された試料32(木 棺墓供献の曲物 ・漆器の間の土)とJ

層 ・(木棺内、最下層粘質土、被葬者の腐朽痕跡?)、 お よび近世後半の井戸(5-SE1)内 か ら採取された

試料20(井 戸埋土D2層)と 試料26(井 戸埋土G層 上半)の 、計4点 である。

2.方 法(第1章 参照)

3.結 果

(1)分 類群

出現 した分類群は、樹木花粉16、 樹木花粉 と草本花粉 を含むもの3、 草本花粉20、 シダ植物胞子2形 態の

計41で ある。 これ らの学名 と和名および粒数を表1に 示 し、主要な分類群を写真に示す。花粉数が100個 以

上計数できた試料は、花粉総数を基数 とする花粉ダイアグラムを示 した。以下に出現 した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、スギ、サワグル ミ、クマシデ属一アサダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属 コナラ

亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属一ケヤキ、エノキ属一ムクノキ、サンシ ョウ属、ウルシ属、モクセイ

科、ニワ,トコ属一ガマズミ属、スイカズラ属

〔樹木花粉 と草本花粉を含むもの〕

クワ科 一イラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属一ミクリ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、タデ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、ソ

バ属、アカザ科一ヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラナ科、ノブ ドウ、チ ドメグサ亜科、セ リ亜科、

ナス科、オオバ コ属、タンポポ亜科、キク亜科、'ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

(2)花 粉群集 の特徴

1)4-SX2(木 棺墓)

試料32(木 棺墓供献の曲物 ・漆器の間の土)で は、樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉

では、イネ属型を含むイネ科が優占し、アブラナ科、ヨモギ属、カヤツ リグサ科、キク亜科、ナデシコ科、

アカザ科一ヒユ科が伴われる。樹木花粉では、マツ属複維管束亜属、ブナ属がやや多く出現する。

J層(木 棺内、最下層粘質土、被葬者の腐朽痕跡?)で は、草本花粉の占める割合が極めて高く、イネ科、

カヤツリグサ科、アブラナ科が多い。また、ヨモギ属、アカザ科一ヒユ科、ガマ属一ミクリ属、タンポポ亜

科、およびソバ属が伴われる。樹木花粉では、マツ属複維管束亜属が低率に検出され る。

2)5-SE1(井 戸)

試料26(井 戸埋土G層 上半)は 、樹木花粉よりも草本花粉の占める割合が極めて高 く、イネ科、クワ科一
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イラクサ科、アカザ科 一ヒユ科 の出現率が高い。他 に、ヨモギ属、アブラナ科、ソバ属などが伴われる。樹

木花粉では、コナラ属コナ ラ亜属、マツ属複維管束亜属などが低率に出現する。

試料20(井 戸埋土D2層)で は、樹木花粉 よりも草本花粉の占める割合が極めて高く、イネ科、クワ科 一

イラクサ科が多い。他に、アカザ科一ヒユ科、ヨモギ属、アブラナ科、タンポポ亜科、ソバ属などが伴われ

る。・樹 木花粉では、コナ ラ属アカガシ亜属、コナラ属 コナラ亜属、マツ属複維管束亜属などが低率に出現す

る。

5.花 粉分析から推定 される植生と環境

(1)4-SX2(木 棺墓)

中世前半 とされる木棺墓の周辺では、水 田稲作およびイネ科雑穀、アブラナ科、 ソバ属などの畑作が行わ

れていた と考 えられ、遺跡周辺にはカヤツ リグサ科やヨモギ属などの人里植物や耕地雑草が分布 していたと

推定される・なお・試料32(木1.'遺 にお1る 粉分析 吉果

棺墓供献の曲物 ・漆器の間の土)

で検出されたイネ属型の花粉は、

木棺内の供物の稲籾(穎)に 付着

していたものに由来する可能性

が考えられる(第 皿章参照)。 森

林植生 としては、周辺地域 にマツ

属複維管束亜属を主とする二次

林が分布 していたと推定 される。

(2)5-SE1(井 戸)

近世後半 とされる井戸の周辺

では、水 田稲作およびアブラナ科

や ソバ属などの畑作が行われて

いたと考えられ、遺跡周辺にはイ

ネ科、アカザ科一ヒユ科、タンポ

ポ亜科、ヨモギ属、クワ科一イラ

クサ科な どの人里植物や耕地雑

草が分布 していたと推定される。

森林植生 としては、マツ属複維

管束亜属、コナラ属アカガシ亜属、

コナラ属コナラ亜属、スギ、クリ、

ブナ属などが、孤立木 もしくはや

や遠方で森林 として分布 してい

たと推定 され る。

一69一



図1喜 時雨遺跡 、4-SX2に お ける花 粉・ダイアグ ラム

図2喜 時雨遺跡、5-SE1に お ける花粉 ダイ アグラム
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皿.喜 時雨遺跡における種実同定

1.試 料

試料は、中世前半の木棺墓(4-SX2)か ら採取 された試料17(木 棺内の頭蓋骨片付近の有機質塊)、 試

料31(木 棺内、仮水洗済み)、 試料32(木 棺墓供献の曲物 ・漆器 の間の土)、J層(木 棺内、:最下層粘質土)、

および近世後半の井戸(5-SE1)内 か ら採、取 された試料19(埋 土F層 、種実の堆積層)、 試料26(埋 土G

層上半)、 試料30(埋 土G層 下半、水洗済み)の 、計7点 である。

2.方 法(第1章 参照)

3.結 果

樹木8、 草本22の 計30が 同定 された。表1に 学名、和名、粒数を示 し、以下に同定根拠 となる形態的特徴

を記す。

〔樹木〕

オニグル ミ 諏 ψ 刀5∂」lanthifoliaCarr.核 クル ミ科

茶褐色で円形～楕円形 を呈 し、一・端が とがる。側面には縦 に走る一本の縫合線がめぐる。表面全体に不規

則な隆起がある。断面は円形である。

ウルシ属.._Rhus種 子 ウルシ科

茶褐色で楕 円形を呈す。表面には微細な縦方向の模様がある。断面は扁平である。

ブ ドウ属Vitis種 子 ブ ドウ科

黒褐色で倒卵形を呈す。腹面に 「ハ」字状の孔が2っ あり、背面には楕円形のカラザがある。

カキ属Diospyros種 子

黒色で、断面は薄 く、半月形 を呈する。

ヒサカキEuryaThynb.種 子 ツバキ科

黄褐色で不整形を呈す。表面に多数の小孔がある。

ミズキCorpuscontroversaHemsley核 ミズキ科

黒褐色で横長の楕 円形を呈す。表面には縦方向に深い筋が走る。

クマノミズキCornusbrachypodaC.A.Mey.核 ミズキ科

淡褐色で球形を呈す。表面に一本の広い溝がめぐり、数本の細い縦筋が走る。

ニワ トコSambucussieboldianaBlumeexgraedn種 子 スイカズラ科

黄褐色～茶褐色で楕 円形を呈す。一端にへそがある。表面には横方向の隆起がある。

〔草本〕

イネOryzasativaL.穎 ・炭化種子 イネ科

穎は茶褐色で扁平楕円形を呈 し、下端に枝梗が残る。表面には微細な穎粒状の突起がある。

炭化果実は黒色で楕円形を呈す。

雑穀Milet果 実 イネ科

炭化 してお り黒色である。楕 円状球形を呈し、腹面の端に胚がある。

オオムギ 、召ぴ飽α加yα伽 ∬θ:L.果 実 イネ科
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炭化 しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端には胚がある。背面には縦に一本の溝がある・側面の

形は曲率が大きく、胚 と胚乳 との接する輪郭線 は山形である。

イネ科Gramineae穎

穎は灰褐色～茶褐色で楕 円形を呈す。

灰褐色～茶褐色で紡錘形を呈す。腹面はやや平 ら。背面は丸い。表面は滑らかである・

ホタルイ属Scirpus果 実 カヤツ リグサ科

黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形 を呈 し、断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細な隆起

があり、基部に4～8本 の針状の付属物を持っ。長さ1.7～1.8㎜ 、幅1.1～1.2㎜ 。

カヤツ リグサ属Cyperus果 実 カヤツリグサ科

黒褐色で狭倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。

カヤツ リグサ科Cyperaseae果 実

黄褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は扁平である。

茶褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。

黄褐色で倒卵形を呈す。断面は三角形である。基部に針状の付属物を持っ。

黒褐色で倒卵形を呈 し、断面は両凸レンズ形である。

ツユクサ属Commelina種 子 ツ早クサ科

茶褐色で楕 円形を呈 し、一端は切形である。表面には 「一」字状のへそがあり、切形の端まで達す る・一

側面にくぼんだ発芽孔がある。

アサCannabissativa:L.種 子 クワ科

茶褐色で広卵形を呈す。一端には円形のへそ部がある。

アサは南アジアや 中央アジア原産 とされる1年 草の畑作物である。茎皮の繊維は麻糸にな り、種子は油を

採った り食用になる。

ミゾソバPolygonumThunbergilSieb.etZucc.果 実 タデ科

黄褐色で三角状広卵形を呈 し、基部 に小突起がある。表面には微細な網 目模様がある。

タデ属Polygonum果 実 タデ科

黒褐色で先端が とがる卵形を呈す。表面には網 目模様があ り、断面は三角形である。

ギシギシ属Rumex果 実 タデ科

茶褐色で頂端が尖る卵形を呈す。断面は三角形、表面には光沢がある。翼状の花被の残 るものもある。

アカザ属Chenopodium種 子 アカザ科

黒色で光沢がある。円形を呈 し、片面の中央から周縁まで浅い溝がは しる。

ヒユ属Amaranthus種 子 ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈 し、一ヶ所が切れ込みヘ ソがある。断面は両凸 レンズ形である。

ナデシコ科Caryophyllaceae種 子

黒色で円形を呈し、側面にへそがある。表面全体に突起がある。

キンポウゲ属Ranunculus果 実 キンポウゲ科

淡褐色で楕円形を呈す。表面はやや粗 く、コルク質である。

カタバ ミ属Oxalis種 子 カタバ ミ科

一 一72一



茶褐色で楕 円形を呈 し、上端が とがる。両面には横方向に6～8本 の隆起が走る。

ス ミレ属Viola果 実 スミ・レ科

下端が尖る倒卵形を呈す。基部の側面にへそがあ り、そこから上端まで筋が走る。

ヤブジラミ属Torilis果 実 セ リ科

果実は淡褐色で紡錘形を呈す。頂端が尖る。背面は丸く、腹面はくぼんだみぞがある。

セ リ科Umbelliferae果 実

淡褐色～黄褐色で楕円形を呈す。果皮はコル ク質で厚 く弾力があ り、片面に3本 の肥厚 した隆起が見られ

る。断面は半円形である。

エ ゴマPerillafrutescensBrittonvar.japonicaHara果 実 シソ科

黒褐色～灰褐色で球形を呈 し、下端はわずかに突出する。表面に大きい網 目模様がある。径2.2㎜ 以上をエ

ゴマとし、2.0㎜ 以下をシソ属 とした。

ナス科Slanaceae種 子

黄褐色で円形を呈す。表面にはやや大 きい網 目模様がある。

アカネ科Rubiaceae果 実

濃褐色で、広楕円体～の楕円体を呈 し、中央に円形のくぼみがある。

キク科Compositae果 実 キク科

茶褐色で楕円形を呈 し、両端は切形 となる。表面には縦方向に8本 程度の筋が走る。

4.考 察

(1)4-SX2(木 棺墓)

中世前半 とされる木棺墓内の試料17(木 棺内の頭蓋骨片付近の有機質塊)は 、イネの穎の集塊であった。

このことか ら、埋葬時の供物 として稲籾(穂 束?)が 供えられていたことが推定される。

試料31(木 棺内)で は、ス ミレ属、タデ属、アカザ属が非常に多い。試料32(木 棺墓供献の曲物 ・漆器の

間の土)で は、スミレ属、カヤツリグサ属、タデ属、ナデシコ科、カヤツリグサ科が検出された。J層(木

棺内、最下層粘質土)で は、ス ミレ属、カヤツ リグサ属、ナデシコ科、アカザ属、カヤツリグサ科が検出さ

れた。 これ らは、いずれも人里植物や耕地雑草であり、何 らかの原因で木棺墓内に土壌 とともに混入 した可

能性が考えられる。なお、試料32の 種実には発芽するものがあることから、比較的新 しいもの と考え られる。

(2)5-SE1(井 戸)

近世後半とされる井戸内の試料19(埋 土F層 、種実の堆積層)は 、ウルシ属の集塊であった。ウルシ属の

種子の集積は不自然であることから、何 らかの理由で人為的に井戸内に投棄 されたものと推定され る。

26(井 戸埋土G層 上半)で は、アカザ属、ナデシコ科、ヒユ属、ギシギシ属、イネ科、カタバ ミ属な どが

比較的多く検出された。このことか ら、当時は遺構周辺にこれ らの人里植物や耕地雑草が繁茂 していた と考

えられ、陽当たりの良い環境であった と推定される。

試料30(埋 土G層 下半)で は、クマノミズキが比較的多 く検出され、ミズキ、ブ ドウ属、アサ、エゴマも

少量検出された。このことか ら、当時は遺構周辺にクマノミズキなどの樹木が生育していたと推定される。
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IV.喜 時雨遺跡における植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸(Sio2)が 蓄積 したものであり、植 物が枯れた

あ とも微化石(プ ラン ト・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微

化石を遺跡土壌などか ら検出する分析であり、イネをは じめとするイネ科栽培植物の同定お よび古植生 ・古

環境の推定などに応用 されている(杉 山,2000)。

2.試 料

分析試料は、近世後半 とされる井戸の埋土E層(5-SE1-18、 草?の 堆積層)で ある。

3.分 析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラン ト・オパール定量分析法(藤 原,1976)を もとに、次の手順で行った。

1)試 料を1050Cで24時 間乾燥(絶 乾)

2)試 料約19に 直径約40μmの ガラスビーズを約0.029添 加(電 子分析天秤 により0.1mgの 精度で秤量)

3)電 気炉灰化法(550℃ ・6時 間)に よる脱有機物処理

4)超 音波水中照射(300W・42KHz・10分 間)に よる分散

5)沈 底法による20μm以 下の微粒子除去
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6)封 入剤(オ イキット)中 に分散してプレパ ラー ト作成

7)検 鏡 ・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象 とし、400倍 の偏光顕微鏡下で行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以 上になるまで行った。これはほぼプ レパラー ト1枚 分の精査に相 当する。

試料19あ た りのガラス ビーズ個数に、計数 された植物珪酸体 とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料19

中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 と各植物の換算係数(機 動細胞珪酸体1個 あた りの

植物体乾重、単位:10-59)を かけて、単位面積で層厚1cmあ た りの植物体生産量を算出 した。イネ(赤 米)

の換算係数は2.94(種 実重は1.03)、 ヨシ属(ヨ シ)は6.31、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属(チ シマザサ節

・チマキザサ節)は0 .75である。タケ亜科については、植物体生産量の推定値か ら各分類群の比率を求めた。

4.分 析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとお りである。これ らの分類群について定量を行い、

その結果を表1お よび図1に 示 した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、 ヨシ属、ウシクサ族A(チ ガヤ属な ど)

〔イネ科一タケ亜科〕

ネザサ節型(お もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型(チ シマザサ節やチマキザサ節など)、 未分類等

〔イネ科一その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体(お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

5.考 察

近世後半 とされる井戸の埋土E層(5-SE1-18)に ついて分析を行った。その結果、イネが多量に検出され、

キビ族型・ヨシ属・ ウシクサ族A、 ネザサ節型、クマザサ属型なども検出された。イネの密度は15,300個19

と高い値であ り、稲作跡の検証や探査を行 う場合の判断基準としている5,000個19を 大きく上回っている。お

もな分類群の推定生産量によると、イネが圧倒的に卓越 していることが分かる。

以上の結果か ら、井戸埋土E層(草?)の 給源植物は、おもにイネ(稲 藁)と 推定される。
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図1喜 時雨遺跡における植物珪酸体分析結果

植 物 珪 酸 体(プ ラ ン ト・オパ ール)の 顕 微 鏡 写 真

(すべて5-SE1-18(E層)、 倍率 は150倍)
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写真図版1

2-SD1土 器溜 まり(西 よ り)

2区 全景(南 よ り) 喜時雨遺跡遠景(西 より)
(背後の山は津和野城跡)

1-SD1・4・7(西 よ り).….w=..'∴1.「 旨'.1.一SK:38(北 よ.り)



写真図版2

1-SD5、1-SB1・2(西 よ り)

3区 全景(東 より)3-SB1(東 よ り)

3-SD2瓦 出土状況3-P1022遺 物 出土状況4-SX1(南 より)



写真図版3
4-SX2

4-SX2蓋 板除去 前(南 よ り)4-SX2蓋 板除去後(南 よ り)

漆器椀 ・竹出土状況(東 より)有 機質塊出土状況(イ ネの頴、南より)

棺内堆積状況(南 より)銅 銭出土状況(東 より)



写真図版4

5区全景(南 東より) 5-SI1(西 よ り)

5-SE1半 掘状況(西 よ り)5-SE1井 側 内堆積状況(東 より)

5-SE1ウ ル シ種 出土状況 6区 全景(南 西よ り)

発掘作業員の皆 さん

7区 全景(北 西 よ り)



写真図版5出 土遺物



写真図版6出 土遺物
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麟 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

喜時雨 集落跡 後 期 旧 石 ナイフ形石器 旧石器 は町内初確

器時代 認。

弥生時代 竪穴住居跡 弥生土器 古墳 時代 前期の溝

後期 出土 遺物は良好 な

古墳時代 溝 土師器 ● 一括資料。

前期 ミニチュア土器

中世 環溝屋敷 ・ 土師器 吉 見氏入部前後 の

溝 京都系土師器皿 有力者の屋敷、及び

掘立柱建物跡 瓦質土器 その後の変遷 を確

土坑 貿易陶磁器 認。

石組井戸 瓦、石製品 京都 系土師器皿 は

木棺墓 木棺 町内初確認。

卒塔婆 保 存良好 な木棺墓

漆器、数珠玉 を発掘。
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